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1 本書では、1997年 に発掘調査した長野県北佐久郡御代田町前藤部遺跡

の発掘調査成果が分かります。

2 遺跡の性格 集落遺跡

3 集落の時期 平安時代 後半 11世紀後半から12世紀前半

中世 室町時代 14世紀後半から15世紀前半 が多い。

集落内の遺構 竪穴住居跡、竪穴倉庫跡、掘立柱建物跡、鍛冶炉、土坑 (穴)など。

特に竪穴構造の建物が多い。

出 土 品 平安時代の土器―須恵器、土師器、灰釉陶器、磁器など

中世の土器―素焼きのかわらけ、内耳鍋、陶磁器など

中世の石製品―石臼、茶臼、石信り鉢、砥石、硯など

中世の鉄製品―小刀、釘、撃、毛針など

中世の銅製品一刀の鞘の足金物など

6 陶磁器の産地 国産一常滑、古瀬戸、中津川、珠洲など

輸入一中国 龍泉窯系青磁、白磁など

7 遺跡の性格 主な住居に竪穴構造のものを採用していることから城館とは

考えられない。しかし、陶器に古瀬戸の瓶子など一般集落にあまり多く

見られないものも含まれるため、単純に一般集落と決めつけ

てしまうこともできない。



巻頭図版 1

空中写真 (浅問山を背景に)



巻頭図版 2

1 古瀬戸製品 (1:3)

2 古瀬戸製品 」



巻頭図版 3

1 青磁 白磁 中津川



巻頭図版 4



巻頭図版 5

1.山茶碗系・資器系製品 (i:3)

2.瓦質風炉・中国陶器・須恵器系製品 (1:3)



巻頭図版 6



巻頭図版 7

砥  石 (1:3)

砥  石 (1:3)



前藤部遺跡出土古瀬戸製品一覧表

番 号 検 出 遺 構 産 地 空
¨

器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 55。 くD 古瀬戸 瓶 類 体 部

55。 け F P.15 古瀬戸 おろし皿 口縁部 13C

57・ きE 古瀬戸 平碗 口縁部 14C後～15C前

58。 きD 古瀬戸 平碗 底 部 14C後 付高台

58。 き I 古瀬戸 天目茶碗 体 部 15C中

62。 こJ 古瀬戸 折縁深皿 口縁～底部 14C後

7 C-100 古瀬戸 水 注 口縁部 14C

C-12 古瀬戸 瓶 子 肩 部 13C

C-12 古瀬戸 瓶 子 :同 部 13C後

C-128 古瀬 戸 平碗 体 部 14C後～15C前

C-129 古瀬戸 おろし皿 口縁部 14C

C-15 Nol 古瀬戸 平 碗 口縁～底部 14C末～15前

C-156 古 瀬 戸 平碗 体 部 14C後～15C前

C-156 古瀬戸 平碗 体 部 14C後～15C前

C-161 古瀬戸 瓶子 体 部 14C

C-165 古瀬戸 四耳壺 ? 肩 部 13C

C-17 H区 古 瀬 戸 瓶 類 体 部 13C

C-23 No2 古瀬戸 鉢 口縁部 14C末 後期様式 2段階

C-241 古瀬戸 平 碗 口縁音6 14C後 ～15C前

C-244 古瀬戸 おろし皿 口縁部 15C前

C-262 古瀬戸 瓶 子 体 部 14C

C-264 古 瀬 戸 水 注 体 部 14C前

C-264 古瀬戸 平碗 体 部

C-27 覆土 古瀬戸 水注 ? 口縁部 14C

C-4 古瀬戸 瓶 類 底 部 14C前 ? 水注か

C-40 古瀬戸 天目茶碗 口縁部 14C

C-5 S区 古瀬戸 平碗 口縁部 14C後

C-5 S区 古瀬戸 折縁深皿 口縁～燃t音 6 14C後

C-5 S区 古瀬戸 瓶 類 体音6 13C

C-78 古瀬戸 平 碗 口縁部 14C後～15C前

C-78 古瀬 戸 平碗 口縁音6 14C後～15C前

C-79 古瀬戸 平 碗 口縁部 14C後～15C前

C-8 古瀬戸 瓶 類 体音6 13C

C-80 古瀬戸 瓶 子 体音Ь 14C

C-81 古瀬戸 瓶 子 体 部 14C

C-82 古瀬戸 平碗 体 部 14C後～15C前

C-87 古瀬戸 平碗 体 部 14C後～15C前

C-87 古瀬戸 平碗 体 部

C-9 古瀬戸 平碗 口縁部 13C後

D-124 古瀬 戸 天目茶碗 体 部

D-207 古瀬 戸 折縁深皿 口縁・底部 14C後

D-21 古瀬戸 おろし皿 体～底部 14C～ 15C

D-211 酉己石 古瀬戸 天目茶碗 口縁部 15C中

D-225 古瀬戸 平碗 口縁部 14C後

K-1 古瀬戸 四耳壷 底 部 13C

K-1 古 瀬 戸 鉢 体 部 14C～ 15C

K-2 Vヽ 古瀬戸 平碗 口縁部 14C～ 15C

K-2付 近 古瀬戸 平碗か鉢 体 部

M-1 古瀬戸 水 注 底 部 14C



前藤部遺跡出土青磁製品一覧表

番 号 検 出 遺 構 産 地 奎
〔

器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 C-132 青磁 (龍泉窯系) 盤 口縁部 13C

C-202 青 磁 碗 口縁部 小片のため

C-49 青磁 碗 体部

C-82 青磁 (龍泉窯系) 盤 口縁部 13C

C-87 青磁 (龍泉窯系) 碗 口縁部 13C後～14C前

D-134 青磁 (龍泉窯系) 碗 口縁部 13C 蓮弁文 I-5b類
D-172 青 磁 碗 口縁部 14C後～15C前

D-188 青磁 (龍泉窯系) 碗 口縁部 12C後 画花文

D-191 青磁 (龍泉窯系) 碗 口縁部 13C I-5b類 蓮弁文

K-1 青 磁 碗 口縁部 14C後～15C前

C― H 青磁 (龍泉窯系) 碗 体部 13C I-5b類
C-263 青磁 (龍泉窯系) 碗 底部 13C 大宰府 I-5b類
P.2 青磁 (龍泉窯系) 碗 体部 13C I-5b類 蓮弁文

前藤部遺跡出土白磁製品一覧表

番 号 検 出 遺 構 産 地 (窯 ) 器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 55。 あ J 自磁 碗 口縁部 1l C後 ～12C前 II類

62。 こJ 白磁 碗 底部 1l C後 ～12C前 大宰府Ⅳ類

C-114 白磁 碗 口縁部 1l C後 ～12C前 大宰府Ⅳ類

C-164 白磁 碗 口縁部 1l C後 ～12C前 大宰府Ⅳ類

5 C-199 白磁 口剥げの皿 口縁部 13C後～14C後

C-217 自磁 碗 体部 中世

7 C -41 白磁 碗 体部 1l C後 ～12C前 大宰府 V類

C-47北覆土 白磁 碗 体 部 1l C後 ～12C前 大宰府 V類

C-84 白磁 碗 体音5 1l C後 ～12C前 大宰府 V類

C-88 自磁 碗 体音6 1l C後 ～12C前 大宰府 V類

C-9 白磁 碗―鉢 ? 体音6 1l C後 ～12C前 大宰府 V類

D-225 白磁 皿 体音6 14C後～15C前

前藤部遺跡出土中津川製品一覧表

番 号 検 出 遺 構 産 地 空
¨

器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 C-185 中津り| 甕 体 部 13C後～14C前

2 C-88 中津り| 甕 体 部 13C後～14C前

D-116 中津リ 甕 体 部 13C後～14C前

4 D― H6 中津リ 甕 体 部 13C後～14C前

前藤部遺跡出土珠洲製品一覧表

番号 検 出 遺 構 産 地 奎
¨

器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 C-164 珠 洲 十笠 体～底部

C-47北 覆土 珠 洲 一笠 体 部

3 K-2付 近 珠 洲 括 り鉢 体音6 13C後～14C前



前藤部遺跡出土常滑製品一覧表(|)

番 号 検 出 遺 構 産 地 空
¨

器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 54。 こC 常 滑 甕 体 部

55・ あE 常 滑 甕 体 部

55。 えB 常 滑 甕 体 部

57・ くG 常 滑 甕 体 部

61。 おD 常滑 甕 体 部

63。 い J 常 滑 甕 体 部

C-106 常 滑 甕 体 部

C-115 常 滑 甕 底 部

C-134 常 滑 甕 体 部

C-149 常 滑 甕 体 部

C-15 Nol 常 滑 甕 口縁部 14C後
C-162 常滑 甕 体 部

C-166 常 滑 甕 底 部

C-168 常 滑 甕 体音6

C-170 常 滑 甕 体 部

C-172 常 滑 甕 体 部

C-174 常 滑 甕 体 部

C-174 常 滑 甕 体 部

C-2 常 滑 甕 体 部

C-205 常 滑 甕 口縁部 12C後 珍しし

C-227 Nol 常 滑 甕 底 部 中世

C-233 常 滑 甕 体 部

C-237 常 滑 甕 体 部

C-247 常 滑 甕 体 部

C-26 常 滑 甕 体 部

C-269 常 滑 甕 体 部

C-269 常 滑 甕 体 部

C-27 常 滑 甕 体 部

C-27 常 滑 甕 体 部

C-27 常 滑 甕 口縁部 4C後
C-27 常 滑 甕 体音6

C-27 常滑 甕 体音6

C-27 覆土 常 滑 甕 体 部

C-27 覆土 常 滑 甕 体 部

C-32 常 滑 甕 体 部

C-32 常 滑 甕 体 部

C-4 常 滑 甕 体 部

C-4 常 滑 甕 体音6

C-41 常 滑 甕 体 部

C-47北覆土 常 滑 甕 体 部

C-47北覆土 常滑 甕 体 部

C-5 S区 常滑 甕 体 部

C-5 S区 常 滑 甕 体 部

C-62 常 滑 甕 口縁部 C末～15C前 月ヽ片のため

C-62 常 滑 甕 口縁部 C末～15C前
C-62 常 滑 甕 口縁部 C末～15C前
C-62 常 滑 甕 口縁部 C末～15C前
C-63 常 滑 甕 体 部

C-63 常 滑 甕 底 部

C-66, 67 常 滑 甕 口縁部 14C後
C-66, 67 常 滑 甕 口縁部 14C後
C-72 常 滑 甕 体 部

C-79 常 滑 甕 体 部

C-8 常 滑 甕 体 部

C-8 常 滑 甕 体 部

C-8 常滑 甕 体 部

C-87 常 滑 甕 口縁部 14C後
C-9 常 滑 甕 体 部



前藤部遺跡出土常滑製品一覧表(2)

番 号 検 出 遺 構 産 地 (窯 ) 器 種 部   位 製 作 年 代 備 考

C-9 常 滑 甕 口縁部近 く

C -91 常 滑 甕 体 部

C-6 常 滑 甕 体 部

D-101 常 滑 甕 体 部

D-130 常 滑 甕 体 部

D-140 常滑 甕 口縁部 14C

D-180 常 滑 甕 体 部

D-188 常 滑 甕 体部

D-188 常 滑 甕 体 部

D-188 常滑 甕 体 部

D-225 常 滑 捏ね鉢 口縁部 14C

D-226 常 滑 甕 体 部

D-226 常 滑 甕 体 部

D-226 常 滑 甕 体 部

D-40 常 滑 甕 底部

H-4 常 滑 甕 口縁部 14C前

表 採 常 滑 甕 体 部

表 採 常 滑 甕 体 部

表 採 常滑 甕 体 部 時期不明

C-15 Nol 常滑 ? 甕 体 部 14C後 車輪印刻

前藤部遺跡出土山茶碗系製品一覧表

番 号 検 出 遺 構 産 地 (窯 ) 器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 D-188 東海系南部尾張 山茶碗 口縁部 13C前

C-191 東海系南部尾張 山茶碗 口縁部 13C後～14C前

C-188 美濃・瀬戸 。中津
り||

山茶碗系捏ね鉢 口縁部 13C後

C-227 No2 美濃・瀬戸 。中津
り||

山茶碗系捏ね鉢 底部 13C後

前藤部遺跡出土盗器系製品一覧表

番 号 検 出 遺 構 産 地 空
¨

器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 C-200 盗器系 甕 体 部 中世

C-208 盗器系 甕 体 部 中世

D-191 餐器系 甕 体 部 中世

D-40 査器系 甕 体 部 中世

C-185 資器系 瓶 体 部 中世

前藤部遺跡出土中国産陶器一覧表

番 号 検 出 遺 構 産 地 空
¨

器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 C-132 中国陶器 薬入れ 口縁部 中世 14C以降

前藤部遺跡出土瓦質土器一覧表

番 号 検 出 遺 構 産 地 空
¨

器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 58。 お J 瓦質 風 炉 口縁・体部 中世  15C

前藤部遺跡出土在地産須恵器系摺 り鉢一覧表

番 号 検 出 遺 構 産 地  (窯 ) 器 種 部  位 製 作 年 代 備 考

1 C-1l S区 在地産須恵器系 橘 り鉢 体 部 14C 内耳 とつ くり同 じ

C-1l S区 在地産須恵器系 橘 り鉢 体 部 14C 内耳 とつ くり同 じ

C― n S区 在地産須恵器系 信 り鉢 体音5 14C

C-12 在地産須恵器系 播 り鉢 体～底部 14C後～15C前

C-149 在地産須恵器系 橘 り鉢 体～底部 13C後

D-213 No l 在地産須恵器系 橘 り鉢 体 部 14C



例   言

1 長野県北佐久郡御代 田町所在の前藤部遺跡の発掘調査報告書である。

2 本発掘調査は、株式会社オークサ 。マテックスの委託を受け、御代田町教育委員会が実施 し

た。

3 本発掘調査の概要については、第 I章に記 してある。

4 本発掘調査報告書作成の作業分担は以下のとお りである。

◎ 遺物復原    神蔵惇子、砂連尾恵美子、中込輝子

◎ 遺物実測    `鳥 居 亮、神蔵惇子、砂連尾恵美子、中込輝子

◎ 遺物拓本    神蔵惇子、砂連尾恵美子、中込輝子

◎ 遺物 トレース  鳥居 亮、砂連尾恵美子、神蔵惇子、中込輝子

◎ 遺構 トレース  鳥居 亮、砂連尾恵美子、神蔵惇子、中込輝子

◎ 遺構写真撮影  堤 隆、小山岳夫

◎ 遺物写真撮影  小山岳夫

◎ 遺物観察表作成 小山岳夫

◎ 版組み     小山岳夫

5 本書に掲載 した空中写真は、伸朝 日航洋が撮影 したものである。

6 本書の執筆分担については、文責 を目次に明記 した。なお、獣骨に関する分析では群馬県立

大間々高校教諭 宮崎重雄先生から玉稿 を賜った。

7 本書の編集は、御代 田町教育委員会の責任のもとに、小山岳夫が行 った。

8 本調査 。本報告書作成に際 し、陶磁器の分類等で長野県埋蔵文化財センター市川隆之氏から

絶大なご援助 を賜った。

また、以下の方々か ら貴重な御助言・御配慮を得た。御芳名 を記 して厚 く御礼申し上げる次

第である。

(順不同・敬称略 )

桐原健、山下誠一、花岡弘、自田武正、寺島俊郎、村田健二、浅野晴樹、伊藤敏行、百瀬長秀



例

1 遺構の略称 古代 (平安時代)の竪穴住居跡     ― H

中世の竪穴遺構 (住居 。倉庫等を含む)―  C

土     坑 (中世主体)     ― D

鍛  冶  炉 (中世)       ― K

溝 状 遺 構 (時期不明)     ― M

2 挿図の縮尺

竪穴住居跡 。竪穴遺構・土坑 =1:80

土器 =1:4。  金属器・石器 =1:1(釘 )、 1:3(刀 子・硯・砥石 )、

1:4(磨 石・凹石・石橘 り鉢 。石臼・茶臼)。

以上が基本的なものである。これ以外のものも含めて挿図中にその縮尺を明示 してある。

3 図版の縮尺

遺構写真の縮尺については統一 されていない。

遺物写真の縮尺については、図版中に記 した。

4 遺構面積の計測にはプラニメーターを用い、 3回の計測の平均値を面積 として示 した。

5 出土遺物一覧表 <石器 >の法量は、一は不明、( )が現存値、 ( )が ない場合は完存値を表

す。単位は、cm・ gである。

6 遺構の覆土 。遺物胎土の色調については、『新版標準土色帖』の表示に基づいて示 した。

7 挿図中におけるスクリーン トーンは以下のものを表す。

(1)遺構

遺構断面 =斜線          焼土・炭化物 =網
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(|)調査に至 る動機

平成 8年、長野県北佐久郡御代田町大字御代田 通称小田井地区において、大規模 ショッピン

グセンター建設が計画された。

一方、この地域は古代集落が密集する栗毛坂遺跡群 として周知されてお り、その保護問題が表

面化 してきた。このため、その原因者である株式会社オークサ・マテックスと、保護部局である

御代田町教育委員会の二者において話 し合いがもたれ、遺跡群内の前藤部遺跡の緊急発掘調査 を

実施 し、記録保存をはかることとなった。

(2)発掘調査の概要

遺 跡 名

所 在 地

発 掘 期 間

4 整 理 期 間

5 発 掘 理 由

発 掘 方 針

費 用 負 担

栗毛坂遺跡群前藤部遺跡 (ま えとうぶいせ き)

北佐久郡御代田町大字御代田字前藤部

(平成 8年度)平成 9年 2月 27日 ～平成 9年 3月 31日

(平成 9年度)平成 9年 4月 2日 ～平成 9年 6月 6日

(平成 9年度)平成 9年 6月 9日 ～平成10年 3月 31日

(平成10年度)平成10年 4月 8日 ～平成11年 3月 31日

平成 9年度小田井ショッピングセンター建設事業に伴い、栗毛坂遺跡群前藤部

遺跡の破壊が予想されるため、緊急発掘調査 を実施 し記録保存を行 う。

広大な調査対象区について、居住域・生産域 。墓域等全体の検出に努める。

年度別調査費用は下記のとお り。すべてを備オー クサ 。マテックスが負担 した。

平成 8年度   3,380,000円

平成 9年度   6,900,000円

平成10年度   3,250,000円

合   計   13,530,000円

事 務 局 ◎教育次長 土屋和雄 (平成 8・ 9年度 )、 堀籠泰久 (平成10年度 )

◎社会同和教育係長 茂木康生

◎社会同和教育係 荻原 浩、堤 隆、小山岳夫

団 長 柳沢忠良 (御代田町教育長 )

9調 査 団
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担当者 堤 隆・小山岳夫 (御代田町教育委員会 )

調査員 `鳥居 亮

作業員 神蔵惇子、砂連尾恵美子、中込輝子、市村公子、

ポーラ ゴッドビー ヒア、宮沢淳也

シルバー人材センター派遣職員

塩川 ヨシ子、浜島みよ子、渡辺ふみ子、山口安子、

古越信一、大井佐一、佐藤つねよ、佐藤まき子、

甘利和哉、

山岸 修、花房茂治、

甘利百枝、柳沢悦三、

竹内すぎ、高瀬恵美子、

土屋 とめ子

(3)発掘区の設定と遺構の検出

本調査の発掘区については第 1図に示 したとおり

で、約12,600m2が該当する。

発掘区の区割 りについては佐久市の発掘区との整

合が図れるよう同一の基準点を用いて40m方眼の大

グリッドを設定した。この大グリッドは御代田町分

については51か ら64ま でである。大グリッド内は遺

構測量の者5合上さらに 4m四方の小グリッドに細分

した。小グリッド名はY軸については北からA・ B・

C・ DoE・ F… … J、 X軸については西からあ・

い 。う。え・お 。か……こ、とした。

調査は砂層上において当初から遺構の存在が確実

視されたため、試掘を行わずに最初から調査対象区

の全面の表土を除去 した。砂層上から検出された遺

構の概要は第 1表のとおりである。

また、砂層上調査終了後、砂層内と砂層下の遺構

の有無について、 トレンチを幾筋も入れて試掘確認

調査を実施したが、明瞭な遺構は検出されなかった。

仮に トレンチにかからなかった遺構が存在するとし

ても後述するように砂の堆積が厚いため、地下遺構

には影響がないと判断し、 トレンチ掘削終了時に今

回の調査を終了とした。
第 1図  前藤部遺跡の発掘区と大グリッ ドの

設定  |マ ス40m四 方 (|:2′ 000)
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け

第 2図  小グリッドの設定

|マ ス4m四 方 (|:800)

(4)発掘調査日誌

(平成 8年度 )

(平成 9年度 )

平成 9年 2月 27日 ～平成 9年 3月 31日

重機による表土除去および一部検出・掘 り下げ作業を行った。

プレハブ設営、電話仮設、水道・電気工事も行った。

平成 9年 4月 2日 ～平成 9年 6月 6日

発掘作業開始。以後 6月 6日 の調査終了時まで、遺構検出、掘 り下げ作業、測

量作業、写真撮影の繰 り返し。航空測量後、砂層下の遺構確認のため、試掘調

査を行い遺構が検出されなかったため発掘調査を終了。

平成 9年 6月 9日 ～平成10年 3月 31日

遺構図面および写真の整理作業。出土品の水洗・注記・復原作業等基礎的な作

業を行った。

第 3図  発掘の風景

第 :表 前藤部遺跡の検出遺構数

遺構

時期
竪穴住居 竪穴遺構 土   坑 溝

平 安 4

中 世 269

不 明 4

計 4



平成10年 4月 8日 ～平成H年 3月 31日

遺物の実測・ トレース、版下の作成、遺物写真の撮影、属性表の作成、原稿執

筆、報告書の編集作業。

入稿後は、校正作業等を行い、発掘調査報告書の刊行 となる。

-6-







遺跡の環境

栗毛坂遺跡群は活火山浅間山の裾野から開けた盆地平坦部にあり、佐久平の中では東部に位置

する。現在の行政区画では、佐久市、小諸市、御代田町の境界線が入り組む。遺跡群の形状は浅

間山から放射状に発達する谷 (「 田切り地形」)に 東西を仕切られているため南北1.6kmに わたって

■  恋  村

′

き、1==__´ |´
ノ́

前藤部遺跡

第 4図 栗毛坂遺跡群前藤部遺跡の位置 (|:100′ 000)
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第 5図 前藤部遺跡と周辺の遺跡 (|:5′ 000)

細長 く発達する。

前藤部遺跡は栗毛坂遺跡群の北端に位置 し、海抜747m前後を測る。本遺跡を含むこの一帯は、

上信越 自動車道佐久インターチェンジ、北陸新幹線が隣接することから、大規模店舗の進出が著

しい佐久平の開発拠′点地域である。それに伴 って緊急発掘調査 も数多 く行われ、この周辺の古代

集落の実相が徐々に明らかになってきた。一例 を挙げれば、佐久市 と御代田町にまたがる長土呂

遺跡群聖原遺跡では竪穴住居跡・掘立柱建物跡 ともに1,000軒 に迫る律令期 をピークに集積された

大規模集落跡が発見された。 また、栗毛坂遺跡群も上信越 自動車道建設に伴い大規模発掘が行わ

れ、やは り律令期 を中心 とした集落跡のほか、縄文・弥生時代、古墳時代初頭の小規模集落跡が

見つかった。以上の発掘成果を参考にすると前藤部遺跡は、律令集落の北の末端部にあたること

が推測された。その予想はおおむね的中し、律令集落は希薄である傾向が見て取れた。 しかし、

室町時代 を中心 とする大規模な一般集落が眠っていたことは、誰にも予想できなかった。

-10-



56・ あC

グリッド
56。 あ A
グリッ ド

IV

11軽石層

(Pl)

第 7図 層序模式図

今回発掘調査を行った前藤部遺跡は、砂層を基盤にする集

落遺跡であった。

第 7図 層序模式図で明らかなように表土下には、110clnか

ら210cmの 間の厚さで砂が幾重にも分厚 く堆積 していた。この

砂層は西側からの洪水によって形成されたことは明らかで、

その時期には興味が注がれる。

今回の発掘調査で砂層の上から検出されたもっとも古い時

期の遺構は、H世紀後半から12世紀前半の竪穴住居跡 4軒で

ある。また、平成 5年に道路を介して東側で北陸新幹線斜坑

進入路設定のため実施された長野県埋蔵文化財センターの発

掘調査では、平安時代 9世紀前半～10世紀後半の竪穴住居跡

が砂層上から検出された。よって、この砂層は 9世紀前半段

階以前に起こった洪水で、H世紀に成立した『類衆三代格』

に記される仁和4(888)年 の洪水よりも古い段階の洪水によ

って形成されたことになる。

第 6図  55。 あ Aグ リッドの砂の堆積

― H―





/Fr

遺 構

と遺物





構

(|)遺構の分類

前藤部遺跡の発掘調査で発見 された遺構は平安時代から中世室町時代に及ぶが、中世室町時代

の遺構が圧倒的に主体 を占める。

検出された遺構は、時代にかかわらず平面形状が方形を基調 とする竪穴形式の遺構 (以下竪穴

遺構 とする)が主体 を占め る傾向が看取された。このため、竪穴遺構については以下のように時

代別の略称 を与えることに した。 また、中世 を中心 とする室町時代の竪穴遺構はその諸属性によ

り機能に差があることが推測され、さらに細分することができる。 このことについては次章で順

を追って説明する。

平安時代の竪穴住居跡 ― 略称 H  4基

室町時代 の竪 穴遺構 ― 略称 C  269基

また、詳細な時期判断はできないものの、おおむね中世室町時代 とその前後につ くられたと考

えられる円形で概 して小形の竪穴形式の遺構については土坑 として一括 した。

土   坑 ― 略称 D  228基

そのほか、室町時代の鍛冶関連遺構、時期不明の溝状遺構なども検出された。

鍛 冶 関 連 遺 構 ― 略称 K  2基

溝 状 遺 構 ― 略称 M   4基

(2)古代の竪穴住居跡

遺構が密集 しているなかにあっては重複関係の古い遺構で、やや不整ながら平面方形基調。長

辺 5m内外 と比較的大形で、床面上には炭化粒子、焼土の堆積が認められるなどの共通項をもつ

遺構で竪穴住居跡と考えられる。

時期判定の根拠はH-1号 竪穴住居跡から出土 した平安時代 。11世紀後半に比定される土師器

の厚い底部の杯 1点 とわずかであるが、ここでは上述の共通項をもつ遺構 4軒 を古代遺構に括っ

て報告する。

なお、中世遺構は暗褐色の覆土が多いのに対 し、古代遺構のそれは黒褐色を呈することも特徴

である。位置関係はH-1～ 3号竪穴住居跡が近い位置に存するのに対 し、H-4号 竪穴住居跡

は離れた位置に存在する。

遺
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I H― 1号竪 穴住 居 跡

遺 構 (第 8図 )

本遺構は55。 I― こグリッド周辺から検出され、C-37・ 38号竪穴遺構、D-216号土坑と重複

している。

平面形状は538× 494cmの隅丸方形を呈し、確認面からの深さは41cm、 床面積は21.6m2を 測る。

床面はロームを主体にした貼 り床が施され、あまり堅固に敲き締められた痕跡はないが、平坦

な面をなす。また、床面上には全体に焼土・カーボンが広がっていた。

ピットは北東、南西側から各 1個検出されたが、柱穴とは考えられず、機能については定かで

ない。カマ ドは検出されなかった。

遺 物 (第 9図 )

土師器不と須恵器胴部片が検出された。土師器不 1は推定 回

径15.6cmを 測る底部の厚い不である。

|

0               10Cm

H― 1号住居跡出土土器

第 8図  H一 1号竪穴住居跡
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第 2表  H― 1号竪穴住居跡出土土器一覧表

挿図番号 器   種 法  量 器 形 の 特 徴 文様および調整 色  調  等

1 不

(土 )

(15.8)

(6.0)

(5.0)

口縁部内湾したのち、上位で外反する。

底部 は平底。

ロクロナデ。底部糸切 り離 しで未調整

と考 えられ るが、欠損のため不明。

内  橙色5 YR7/6

外  橙色5 YR7/6

断面 橙色5 YR7/6

時 期

土師器杯 1を もって11世紀後半から12世紀に位置付ける。

2 H-2号 竪穴住 居 跡

遺 構 (第 10図 )

本遺構は、54・ I一けグリッドにおいて検出された。遺構東側は現在の畑造成のためカットさ

れていたため、その全容は明らかでない。

平面形状は南北550cmで隅丸方形を呈すると考えられる。確認面からの深さは42cmを 測る。

床面はロームを主体にした貼り床が施され、あまり堅固に敲き締められた痕跡はないが、平坦

な面 をなす。また、火災を被ったのであろ

うか、住居廃絶後に火入れ行為 を行ったの

であろうか、カーボン粒 と焼土が床面上 。

覆土内に濃密に分布 していた。特に、住居

北西側には粒子化 していない炭化材が固ま

っている状態が数箇所で確認された。

ピット・カマ ドは検出されなかった。

遺  物

炭化材以外 目立った遺物は検出されなか

った。

0              2m

-17-

第 10図  H-2号 竪穴住居跡



3 H-3号 竪 穴 住 居 跡

遺 構 (第 11図 )

本遺構は、55・ F一かグリッドにおいて検出された。表面の削平が著 しく、遺構確認時にはす

でに床面が露出している箇所 も認められた。また、南側は室町時代の遺構 C-257号竪穴遺構など

に破壊されていたため、その全容は明らかでない。

平面形状は東西376cm、 南北はそれよりも遥かに長 く500cm近 くを測ると考えられ、隅丸長方形

を呈する。確認面からの深さはほとんどない。

床面はロームを主体にした貼 り床が施され、あまり堅固に敲き締められた痕跡はないが、平坦

な面をなす。またカーボン粒と焼土が床面上に分布 していた。

ピット・カマ ドは検出されなかった。

遺 物

カーボン以外目立った遺物は検出されなかった。

3                2m

第 ‖図 H-3号 住居跡
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4 H-4号 竪 穴住 居 跡

遺 構 (第 12図 )

本遺構は、61・ J― いグリッドにおいて検出された。他遺構との重複関係はない。

平面形状は東西450cm、 南北440cmの 隅丸方形を呈し、床面積は16.lm2を 測る。

確認面からの深さは43cmを 測る。

床面はロームを主体にした貼り床が施され、あまり堅固に敲き締められた痕跡はないが、平坦

な面をなす。またカーボン粒・炭化材 と焼土が床面上に分布 していた。

ピットは南壁下から3個検出された。カマ ドは検出されなかった。

遺 物

馬の撓骨 。上腕骨などが出土した。

第 12図  H-4号 住居跡
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(3)中世の竪穴遺構

I  C― |～ 12号竪穴遺構 (中世の住居と考えられる竪穴遺構)

C-1～ 12号竪穴遺構の属性を列記する。

①掘り込みが信り鉢状を呈するため、壁面の立ち上がりが緩やかである。

②堅く踏み締められた床面をもつものが多い。壁面も敲き締められ堅固である。

③不整円形・不整方形など平面形状がバラエティーに富む。

④柱穴をもつ場合がある。

⑤炉・カマドなどは持たない。

⑥調査区内北側の中世竪穴遺構群が密集するエリアに散在し、南側の竪穴遺構群が密集する

エ リアには存在 しない。

以上の諸点、特に床面が他の中世竪穴遺構に比べ堅 く踏

み締 まっている点を重視 してC-1～ 12号竪穴遺構は中世

の住居的色彩の強い遺構 と判断するもこれらはすべて同時 (D

期に構築 されたものでなく、13～ 14世紀の間に時期 を違え

て 順次建築 されたものであると考えられるが、出土品が希

薄であるため、構築の推移については明らかにできない。

C一 1号竪穴遺構 (第 14図 )

52・ おGグ リッドにおいて検出された。遺構J皿Jは 調査

区外に食い込む。東西720cmで円形を呈する竪穴遺構 と考え

られ、床面 。壁面 ともに堅 く締 まっている。時期判定でき

る遺物には恵まれなかったが、巻 き貝が出土 した。

C-2号 竪穴遺構 (第 15図 )

56。 あDグ リッ ドにおいて検出された。遺構東側は調査

区外に食い込む。南北410cm、 東西はそれよりもさらに長い

ことが予想され、不整ながらも長方形を呈する竪穴遺構で

あると考えられる。床面は堅 く締 まり、床上には炭化粒子

が付着 していた。 また、床上にはピッ トが 5個掘り込 まれ

ていた。柱穴 とは考えられない。出土品は詳細な時期判定

ができない常滑の甕の体部片 と釘 (第 86図 )が検出された

程度である。

-20-

第 13図  C― |～ 12号竪穴遺構の位置
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C-3号 竪穴遺構 (第 16図 )

55。 うEグ リッ ドにおいて検出された。今回掲載 した図は遺構断面図から復原 したもので、実

際は調査時に重複関係が把握 しきれず、大幅に破壊 してしまった遺構である。 したがって、床面

の状態、ピットの有無等についてはわからない。壁面が緩 く立ち上がることは確実なので住居的

竪穴の中に含めた。

C-4号 竪穴遺構 (第 17図 )

54・ けGグ リッドにおいて検出された。南北670cm、 東西610cm、 床面積30.41m2を 測 り、橋 り鉢

状に掘 り込まれた前藤部遺跡の中世集落に特徴的な竪穴遺構である。確認面からは遺構中央の最

深部で48cmを 測る。床面はかなり堅 く踏み締められた状態であった。壁付近には柱穴 と考えられ

o               2m

第 17図  C-4号 竪穴遺構
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るピットが並び、また、床面中央には円形のピ

ットが掘 り込まれていた。出土品にはかわらけ

(第 84図 1)、 14世紀代 と考えられる古瀬戸の瓶

類、常滑甕体部、祗石、鹿の骨、巻 き貝が検出

された。

C-5号 竪穴遺構 (第 18図 )

58。 あEグ リッドにおいて検出された。 C―

113・ 114号竪穴遺構、D-30。 218号土坑などと

重複するが、新旧関係については把握できなか

った。南北624cm、 東西600cm、 床面積28.91m2を

測る隅丸方形の竪穴で橘 り鉢状の掘 り込みを有

する。 ピットは 3個検出されたが、柱穴 と断ぜ

られない。古瀬戸の平碗 。皿・瓶類など13～ 14

世紀後半の製品のほか、かわらけ (第 84図 2)、

常滑甕体部、巻 き貝等 も出土 した。

C-6号 竪穴遺構 (第 19図 )

58・ うDグ リッドにおいて検出された。 C―

7・ 8号竪穴遺構 と重複するが、新旧関係は定

かにできなかった。南北196cm、 東西254cmを 測

り、床面積は3.44m2と 小ぶ りである。信 り鉢状

の掘 り込みを有する。出土品は常滑の甕体部片

m

-748.05m

第 19図  C-607・ 8号竪穴遺構

が出土した程度である。

C-7号 竪穴遺構 (第 19図 )

58・ うDグ リッドにおいて検出された。南北420cm、 東西306cm、 床面積 6。 98m2を 測る。橘り鉢

状の掘 り込みを有する。時期判定できる出土品には恵まれなかった。

C-8号 竪穴遺構 (第 19図 )

58。 うDグ リッ ドにおいて検出された。南北370cm、 東西310cm、 床面積7.97m2を 測 り、橘 り鉢

状の掘 り込みを有する。出土品は13世紀代の古瀬戸の瓶類のほか、詳細な時期判定できない中世

常滑の甕の体部片が検出された。

C-9号 竪穴遺構 (第 20図 )

58・ え Iグ リッドにおいて検出された。 C-10号竪穴遺構 と重複し、これよりも新 しい。また、

周囲にはC-131、 D-125。 130・ 137・ 138等 が絡み、新旧関係は大方が土坑の方が新 しい。南北

C-8

//´

~~｀

｀
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650cm、 東西740cmの 円形を呈 し、床面積は37.8m2を 測る。床面から壁面にかけては緩 く傾斜 して

立ち上がる典型的な橘 り鉢状の掘 り込みをもつ。遺構外周内外にはおそらく柱穴 と考えられるピ

ットが多量に掘 り込 まれていた。

覆土中から硯 (第 88図 )の破片が出土 した。 また、13世紀後半の古瀬戸の平碗、常滑の甕の体

部片、鹿の骨等が検出された。

C一 10号竪穴遺構 (第 20図 )

58・ え Iグ リッドにおいて検出された。 C-9号 竪穴遺構、K-1号 鍛冶炉等 と重複 し、これ

に破壊 される。平面形状は方形を基調 とする竪穴遺構であるが、全容は明らかでな く、東西540cm

を測る大型の竪穴であることが推測されるに過 ぎない。床面上からピットが検出されているが、

この帰属性についても明らかにできない。

時期判定に有効な遺物は出土 しなかったが、貝殻が出土した。

C一 日号竪穴遺構 (第 21図 )

61・ いBグ リッドにおいて検出された。 D-150・ 151・ 223号土坑等 と重複する。

平面形状は台形状 を呈 し、南北526cm、 東西510cm、 床面積12.74m2を 測る。掘 り込みは橘 り鉢状

を呈 し、最深音るの深さは48cmを 測る。 ピットは検出されなかった。

出土品には、13世紀代の龍泉窯系青磁碗、14世紀代の在地系須恵器質橘 り鉢等がある。このほ

か、釘 (第86図 )・ 磨石 (第 90図 )等 も出土 した。

C― 12号竪穴遺構 (第 21図 )

61。 おGグ リッドにおいて検出された。他遺構との重複関係はな く、単独で検出された。

平面形状は円形状 を呈 し、直径400cm前後、床面積7.56m2を 測る。掘 り込みは信 り鉢状を呈 し、

最深音Sの深さは60cmを 測る。 ピットは検出されなかった。

出土品には、13世紀後半代の古瀬戸瓶子、14世紀後半～15世紀前半の在地産須恵器系摺 り鉢な

どや巻 き貝がある。
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2 C― 13～ 23号竪穴遺構 (中世の住居と考えられる竪穴遺構)

C-13～ 23号竪穴遺構の属性を列記する。

①掘り込みが浅い。

②堅く踏み締められた床面をもつものがある。

③不整円形 。不整方形など平面形状がバラエティーに富む。

④柱穴をもつ場合がある。

⑤炉・カマドなどはもたない。

⑥調査区内北側の中世竪穴遺構群が密集するエリアに散在し、南側の竪穴遺構群が密集する

エ リアには存在 しない。

以上のように掘 り込みの違いを除けば C-1～ 12号竪穴遺構 と共通要素 ももつ。性格について

も床面をもつことを重視 して、住居的色彩の強い遺構 と判断する。

C― 13号竪穴遺構 (第 23図 )

53・ あ Jグ リッドにおいて検出された。平面形状は方形基調で、南北310cm、 東西336cm、 床面

積8.74m2を 測る。 ピットは検出されなかった。床面はかなり堅 く踏み締められた状態であった。

遺物は祗石 (第 89図 )が 1′点出土 した程度である。

C一 14号竪穴遺構 (第 23図 )

55。 けAグ リッドにおいて検出された。平面形状は長方形で、南北320cm、 東西 1,120cm、 床面

積24.94m2を 測る。ピットは内外から4個検出されたが帰属す るものであるか定かでない。床面は

かなり堅 く踏み締め られた状態であった。遺物は硯の破片 (第88図 )、 祗石の破片 (第 89図 )、 釘

(第 86図 )な どがある。

C一 15号竪穴遺構 (第 23図 )

52・ お Jグ リッ ドにおいて検出された。D-9号 土坑 と重複するが新旧関係については定かで

ない。平面形状は円形で、直径210cmを 測る。ピットは検出されなかった。床面はかなり堅 く踏み

締め られた状態であった。遺物は、13世紀の古瀬戸瓶子、14世紀後半から15世紀前半の在地産須

恵器質橘 り鉢、巻 き貝が出土 した。

C一 16号竪穴遺構 (第 23図 )

52・ う Iグ リッ ドにおいて検出された。平面形状は方形基調で、南北210cm、 東西220cm、 床面

積3.53m2を 測る。 ピットは検出されなかったが、中央から地床炉が検出された。床面はかなり堅

く踏み締められた状態であった。時期判定できる遺物は検出されなかった。

C一 17号竪穴遺構 (第 24図 )

55。 おAグ リッ ドにおいて検出された。平面形状は長方形基調で、南北450cm、 東西308cm、 床

-28-
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面積9.lm2を 測る。ピットは検出されなかった。床面はかなり堅 く踏み締められた状態で、南に一

段のテラスを有する。遺物は13世紀代の古瀬戸瓶類のみである。

C一 18号竪穴遺構 (第 24図 )

55。 おAグ リッドにおいて検出された。平面形状は楕円形で、南北286cm、 東西356cm、 床面積

6.82m2を 測る。 ピットは検出されなかった。床面はかなり堅 く踏み締め られた状態であった。時

期判定できる遺物は出土 しなかった。

C― 19号竪穴遺構 (第 24図 )

55。 お Bグ リッドにおいて検出された。平面形状は長方形基調で、南北460cm、 東西は推定で386

cm、 床面積 も推定で915.24m2を 測る。 ピットは床面上から検出されたが柱穴か否かはわからない。

床面はかなり堅 く踏み締め られた状態であった。時期判定できる遺物には恵まれなかった。

C-20号竪穴遺構 (第 24図 )

51・ け Jグ リッドにおいて検出された。平面形状は長方形で、南北310cm、 東西326cm、 床面積

6.59耐 を測る。 ピットは検出されなかった。床面はかなり堅 く踏み締められた状態であった。時

期判定できる遺物には恵まれなかった。

C-21号竪穴遺構 (第 25図 )

51・ くJグ リッドにおいて検出された。平面形状は方形で、南北340cm、 東西326cm、 床面積 8。 99

m2を 測 る。 ピットは検出されなかった。床面はかな り堅 く踏み締め られた状態であった。時期判

定できる遺物には恵まれなかった。

C-22号竪穴遺構 (第 25図 )

58・ えAグ リッドにおいて検出された。 C-87号竪穴遺構ほか 3基の土坑 と重複するが、新旧

関係については不明である。平面形状は長方形で、南北460cm、 東西324cm、 床面積612.27m2を測

る。 ピッ トは検出されなかった。床面はかな り堅く踏み締められた状態であった。時期判定でき

る遺物には恵まれなかった。

C-23号竪穴遺構 (第 25図 )

57・ こFグ リッドにおいて検出されたが東側は溝で破壊 されていた。平面形状は方形基調 と考

えられ、南北390cmを 測る。ピットは 2個検出された。床面は非常にかなり堅 く踏み締め られた状

態であった。遺物は14世紀末の古瀬戸の鉢が出土した。

3 C-24～ 267号 竪 穴遺 構 (中世の住居とは考えられない竪穴遺構)

以下に住居以外に機能したと考えられる竪穴遺構を羅列する。その特徴は平面形状が基本的に

方形 (長大なものや稀に円形等もある)、 掘 り込みが深 く、底面からは垂直に立ち上がる。底面は

C-1～ 23の ように堅 くなく脆弱。規模はかなり大 きなものから小さなものまで様々であるが、
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第25図  C-21～ 23号、C-87号竪穴遺構
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北恨1の まとまりが概 して大きく、南側のまとまりはガヽ さい傾向が指摘できる。その多くは、 日常

出入 りの乏 しい施設、倉庫的な性格を有すると考えられる。

褐色土砂主体

第26図 C-24～ 26号竪穴遺構

―-33-―



C-27

1 7.5YR3/4 暗褐色土、砂質
H 10YR5/6 黄褐色土、砂質ロームプロック主

(尾根の土か ?)

C-30
1 10YR4/4 褐色土、砂主体、礫多く含む
C-31
1 7.5YR3/3 暗褐色土、砂多く混じる

炭化物少含、礫多
H 7.5YR4/4 褐色土、砂多量に含む

C-28

|

第27図  C-27～ 31号 竪穴遺構
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C-32

C-33

|

5 YR4/4 にぶい赤褐色土、砂質、
5 YR3/4 暗赤褐色土、シルト質、
5 YR3/4 暗赤褐色土、シルト質、

礫含む

礫含む

砂粒 多 く含む

7 5YR4/3
7.5YR3/2

褐色土、砂質、φ lcm内 外小石含む
黒褐色土、砂質、φ2cm内 外刻ヽ石含む

D-41         D-40

C-34

-748.67m

C-34
1 loYR4/3

第28図  C

にぶい黄褐色土、砂主体

-32～ 34号 竪穴遺構

―-35-―



747.39m

一                ―-747.39m

一
　

　

　

　

　

一 -747.39m

第29図  C-35～ 39号竪穴遺構
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C-43

′
~~

′
|

ヽ
ヽ __

C-45
1 loYR3/2 黒褐色土

砂粒多く含む
C-42
1 10YR3/2 黒褐色土

砂粒多量に含む
(C-42、 覆土)し たがってC-42の方が新しい

C-43
1 10YR3/4 暗褐色土

砂粒主体
H 10YR3/4 暗褐色土

砂粒主体で礫が混ざる

第30図  C-40～ 45号 竪穴遺構
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748.2m0

|

|

~                        ―-748.47m

第31図  C-46～ 50号 竪穴遺構
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C-25111   C-511

C-25!H

C-52111 C-521 c-2531
748.69m C― ,2H lc_51

第33図  C-51～ 55号、 C-251～ 253号 竪穴遺構

⑥
司

0               2m

Ｍ

一　
Ｇ
一

C-3
1 loYR3/3
C-252
1 10YR2/2
C-52
1 10YR3/2
H 10YR4/3
H1 10YR2/2

ク状に含む
C-251
H 10YR3/2
C-53
1 loYR4/7
C-54
1 10YR3/3
C-51
1 10YR3/2

ク砂粒含む
C-55
1 10YR3/3

粒含む

か
く
ら
ん

暗褐色土、砂粒 多 く含む

黒褐色土、砂粒少量含む

黒褐色土、砂粒含む

にぶい黄褐色土、砂粒多量含む

黒褐色土、砂粒 をプロッ

黒褐色土、砂粒少量含む

にぶい黄橙色土、砂粒主体

暗掲色土、砂粒多量に含む

黒褐色土、ロームプロッ

暗褐色土、きめ細かい砂
G

C-252

―

―

―

―

―

―
‐

―
―

、

C-251Ⅱ
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C-58
1 10YR3/4
C-60
H 10YR4/4
C-59
1 10YR4/4
C-61
1 10YR4/4

暗褐色土、砂多量に含む

褐色土、砂の貼床層

褐色土、砂の貼床層 (た だしC-60よ り少ない
)

褐色土、砂の貼床層 (礫 が多く加わる)

第34図  C-56～61号 竪穴遺構
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．
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」ヽ山ンウ〉̈̈
〕ｍｍ巫浴‐ぃ　　　麺

C-74～ 77号 竪穴遺構
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C-78
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釧

ll

ll

05m s 0℃

第38図  C-88～ 93号 竪穴遺構

―-45-―

第39図  C-88周辺構築順序
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な

|
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黎
夕
鯰
鯰
麒
鯰
鯰
鯰
鯰
幽
鯰
鯰
巫

麒
‐

¨
　
　
柳 C-94～ 103号竪穴遺構
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l      ｀

747.95m
-748.3m

-747.95m

第4!図  C― !04～ 109号竪穴遺構
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第42図  C― HO。 |||・ |12号 竪穴遺構
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⑥ 可

747.95m

第43図  C― ‖3～ ‖8号、 C-259号 竪穴遺構

、lC― l17
‐―
―
―
‐
ル
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/ノ

イ 1‖ 6
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ノQI
′奮雨 ｒ

‐‐
‐―
‐―‐―
へ
、

― __ノ
|ノ

C― !20

-747.95m

1

ヽ
ヽ
ヽ

C― 124 ヽ

0               2m

第44図  C― ‖9～ 127号竪穴遺構
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一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一

膊

躾

魏

魏

鰤
l        o        2m

747.85m一―                             一

第45図  C― 128～ 136号 竪穴遺構

IC―
13よヽ
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鰤
腋
腋
趾

⑥

　

ヽ
Ｉ
Ｌ
‐

―                                            ―-747.95m

一膊

妙

妙

|

~                                           ―-747.95m

第46図  C― i37～ 146号 竪穴遺構
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―                 -747.75m

747.55m

第47図  C― 147～ 154号 竪穴遺構
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747.55m



―            ―-747.95m

|            l r////7

-                ―-748.Om

C― 155～ 161号竪穴遺構
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C― 163

|

|

~                -747.65m

⑥

一

袢
妨
妨
妙

第49図  C― 162～ 165号竪穴遺構
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747.55m

C― 166～ 175号竪穴遺構
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C― !89～ 196号竪穴遺構
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101Q

舅
川
礼

第54図  C― 197～ 202号 竪穴遺構
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__一 d C-217
1

C-2i6 
′

牢

鰤

C-215～222号、 C-269号 竪穴遺構
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第57図  C-223～ 226号 竪穴遺構
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∂ヽの
FdC-27

―        -747.35m

C-233

C-234

第58図  C-227～ 234号竪穴遺構
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0               2m

C-238 10YR3/4 暗褐色土、砂質、パミス含む
C-239 10YR3/3 暗褐色土、砂質、パミス含む
C-240 10YR3/3 暗褐色土、砂質、パミス含む

第59図  C-235～ 240号 竪穴遺構
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第61図  C-248～ 250号、254。 257号竪穴遺構
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0

〇

C-260

第62図  C-255。 258・ 260・ 261号竪穴遺構

―-68-



|

-747.45m

Q

|

第63図  C-262～ 267号 竪穴遺構
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第 3表 竪穴住居跡・竪穴遺構属性表

遺構番号 長さ(m) 幅 (cln) 面積(nf) 検 出位 置 出 土 等

H-1 21.60 55。 こ 1 須恵器・甕

H-2 550 54・ け I 須恵器・横瓶

H-3 (480) 55。 かF 須恵器・高台 17・

H-4 440 16.11 61・ い I 須恵器 ・甕 常滑・甕 馬骨

C-1 (474) 720 (262) 52・ おG 須恵器・高台不

C-2 19.66 56・ あD 常滑・甕 釘 貨幣 貝殻
C-3 11.75 55・ フE 須恵器

C-4 30.41 54・ けG 古瀬戸・瓶類 14C 常滑・甕体部 かわらけ 砥 石 凹 石 鹿 骨 貝殻

C-5 28 91 58・ あE 古瀬戸・平碗 折縁深皿14C後 瓶類13C 常滑 かわらけ 貨幣 貝殻
C-6 58・ ,D 常滑・甕体部  馬骨

C-7 (420) (306) (6.98) 58・ うD
C-8 (310) 7.97 58・ うD 常滑・甕体部 古瀬戸・瓶 類 13C 釘

C-9 (650) 37 80 58・ え I 常滑甕 口 古瀬戸・平碗 日13C後  白磁碗 ―鉢 ? 1l C後 -12C前 硯  馬骨

C-10 (540) 58・ え J 貝殻

C-11 12_74 61・ いC 在地産須恵器描り鉢。14C 龍泉窯系青磁・碗13C 釘 磨石
C-12 61・ えG 古瀬戸瓶子肩胴部 13C後  在地産須 恵器質橋 り鉢 14C後 -15C前 貝殻

C-13 53・ あ J 砥 石

C-14 320 24.94 55・ くB 釘 硯 砥石

C-15 (210) 3.73 52・ お I 常滑・甕 口縁部 14C後  古瀬戸・平碗 口縁部 14C末 ～15C前 貝殻

C-16 (210) (220) 52・ うH 鹿 骨

C-17 52・ え J 古瀬戸・瓶類 13C
C-18 52・ え J 須恵器

C-19 (386) 15.24 55。 おB
C-20 6.59

C-21 326 51・ く」

C-22 (460) 12.27 58・ えA 須恵器 ?

C-23 57・ こG 砥石  円版  馬骨

C-24 18.56 52・  く I 須恵器

C-25 51・ こD
C-26 51・ きD 常滑・甕体部

C-27 51・ くE 常滑・甕体 一口縁部14C後  古瀬戸・水注 ? 口縁部 14C 貨 幣

C-28 51・ きF
C-29 51・ きG
C-30 320 52・ あG
C-31 (260) 6.20 52・ こG
C-32 け H 常滑・甕体部 磨石

C-33 51・ きH 灰釉陶器

C-34 198 55。 っC
C-35 55・ くG
C-36 228 55。 こH
C-37 55。 こ I

C-38 56・ あ I

C-39 370 10.23 55・ きH
C-40 2.33 55。 あB 古瀬戸・天 目茶碗 14C後

C-41 2 22 54。 こC 白磁・碗1l C後 ～12C前  常滑・甕体部
C-42 (190) 55。 あD
C-43 55。 いD
C-44 (130) 55。 あC
C-45 (130) 55'い C
C-46 220 55。 いD 須恵器・不 釘 硯

C-47 (340) 54・ こE 常滑・甕体部 珠洲・壺体部 白磁・碗1l C後～12C前
C-48 54・ けE
C-49 54・ きE 青磁・碗体部 貨幣 馬骨
C-50 3 37 57・ かE 須恵器・蓋 ―甕

C-51 55・ えE 鹿 骨

C-52 55・ えD
C-53 55・ えE 須恵器・不 灰釉陶器 。皿か碗

C-54 (230) 55・ えE
C-55 55。 おE
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第 4表 竪穴住居跡・竪穴遺構属性表

遺構番号 長さ(m) 幅 (cln) 面積(r) 検出位置 出 土 等

C-56 8.06 55'あ F

C-57 55。 あF

C-58 436 55。 いH
C-59 242 55。 うG
C-60 55。 ,G
C-61 (400) 55。 うH
C-62 55・ っJ 常滑・甕口縁部 14C末 ～15C前

C-63 55・ お J 常滑・甕体 ―底部

C-64 (861) 58・ きA 須恵器・不

C-65 58・ きA
C-66 (7.43) 58・ きB 須恵器・甕 口縁部 14C後

C-67 (254) (6.82) 58・ くB 須恵器・甕 口縁部 14C後

C-68 58・ きB

C-69 (180) 58・ きB かわらけ 釘

C-70 58。 かA
C-71 58。 おA
C-72 (410) 58・ かA 常滑・甕体部 貨幣

C-73 (544) 58・ かB

C-74 55・ け J 須恵器・蓋 甕 ネ 貝殻

C-75 58・ けB

C-76 58・ くB

C-77 290 58・ こD
C-78 228 58・ きC 古瀬戸・平碗 14C後 ～15C前  貝殻

C-79 58・ くC 古瀬戸・平Uii14 C後 ～15C前  常滑・甕体部

C-80 58・ きD 古瀬戸・瓶子体部 14C

C-81 (196) 58・ くD 古瀬戸・瓶子体部 14C 釘

C-82 (370) 58・ さD 古瀬戸・平碗体部 14C後 ～15C前 青磁・盤 口縁部 13C龍 泉窯系 釘

C-83 120 58・ きD
C-84 58・ けE 白磁 ・碗 1l C後 ～12C前

C-85 298 58・ くF

C-86 (136) 58・ くF

C-87 (320) 58・ えB 常滑・甕14C後  古瀬戸・平碗体部 14C後 ～15C前  釘 磨石 馬骨

C-88 10.81 58・ えB 自磁・碗HC後～12C前  中津川・甕体部13C後 ～14C前  須恵器 釘 貨幣

C-89 58・ おC

C-90 58・ おC
C-91 58・ えC 常滑 ・甕体部

C-92 58・ おC
C-93 58・ えC

C-94 58・ かC

C-95 58。 かC

C-96 58・ おC

C-97 (156) (250) 58・ かD
C-98 290 58・ かD
C-99 (210) 58・ おD
C― 58・ おE 古瀬戸・水注 目縁部 14C

C― 58・ えD
C― 58・ かE

C― 58・ かD
C― 58・ おF 釘

C― 58・ えE

C― 58・ えE 常滑・褻体部 釘

C― 57・ こA
C― 58・ あA
C― 58。 あA
C― 57・ こA
C― 1 330 (15.2) 57・ こB 須恵器・甕 灰釉陶器・碗 貝殻

C― 2 58・ あB

C― (270) 57・ こE

C― (300) (390) 57・ こE 白磁 ・碗 1l C後 ～12C前
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第 5表 竪穴住居跡 0竪穴遺構属性表

遺構番号 長さ(m) 幅 (cln) 面積(r) 検 出位置 出 土 等

C-115 (3.43) 57・ こF 常滑・甕底部

C-116 (190) (300) 3.86 58。 あF 須恵器・不

C-117 (190) (330) (4.27) 58,あ F
C-118 286 (310) (7.30) 58。 いF
C-119 (174) (148) 58・ あG
C-120 250 (4.50) 58・ あG
C-121 (190) (2.23) 57・ こG
C-122 57・ こG
C-123 3.54 58・ えF かわらけ

C-124 (324) (9.15) 58・ かH 須恵器・ネ 石橋 り鉢 貝殻

C-125 (170) (194) 58。 おG
C-126 (270) (170) (338) 58・ おH
C-127 (170) 58。 おH
C-128 3.37 58・ か J 須恵器・褻  古瀬戸・平碗14C後 ～15C前

C-129 (310) 58・ お J 古瀬戸 。おろ し皿 14C

C-130 58・ か I

C-131 1 08 58・ う I

C-132 246 (180) 3 43 61・ うA 青磁・盤13C 須恵器・不 中国陶器・薬入れ14C以降 釘 砥石

C-133 2.02 58。 い J

C-134 61・ あA 常滑・甕体部

C-135 61・ いA 貝殻

C-136 61・ いA
C-137 58。 あ I

C-138 1.22 58・ あ J

C-139 1 37 58・ い J

C-140 11.92 58・ あ J 須恵器・甕

C-141 200 5.04 58。 あH
C-142 1.52 58。 あH
C-143 58・ あH
C-144 2.59 57・ こ I

C-145 58・ あ I

C-146 2.53 57・ こ I 須恵器・蓋

C-147 220 2.91 61・ えB 貝殻

C-148 61・ っB
C-149 1 46 61・ っC 在地産須恵器系 橘 り鉢 13C 常滑・甕体部 かわ らけ 砥石 貝殻

C-150 61・ おE 灰釉陶器  須 恵器・不

C-151 61・ かE
C-152 2.23 61・ くE
C-153 1.06 61・ くE
C-154 0.72 61・ けE 貝殻

C-155 1 94 61・ けF
C-156 166 3.47 58・ Jき 古瀬戸・平碗体部 14C後～15C 貝殻

C-157 1.52 61・ うG 灰釉陶器・碗 貨幣

C-158 57・ おF
C-159 2.30 57・ おF
C― 5.92 57・ さG 釘

C-161 57・ き I 古瀬戸・瓶子 14C

C-162 4.65 62・ くD 常滑・甕体部

C-163 7.55 62・ きF 貨幣

C-164 8.23 62・ くH 自磁・磁 1l C後 ～12C前 須恵器・不 珠洲・壺 釘

C-165 62・ きH 須恵器・蓋 古瀬戸・四耳壷 ?13C
C-166 2.64 62・ けH 灰釉陶器 ・瓶類 常滑・甕底部 須 恵器・ネ

C-167 238 62・ けH
C― 2.16 62・ けH 常滑・甕体部

C― 62・ けH
C二 (260) 62・ こ I 常滑・甕体部

C― 1 62・ こ I

C― 2.93 62・ こ I 常滑・甕体部
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第 6表 竪穴住居跡・竪穴遺構属性表

遺構番号 長さ(on) 幅 (clll) 面積(r) 検 出位置 出 土 等

C-173 62・ こ I

C-174 280 62・ こG 常滑・甕体部 灰釉陶器 碗

C-175 2.03 62・ こG
C-176 63・ あG
C-177 63・ あG
C-178 63・ あG
C-179 62・ こH
C-180 62・ こH
C-181 63・ あH
C-182 63・ あ I

C-183 63・ あH 須恵器・甕

C-184 63・ いH
C-185 63・ いH 中津川・甕体部 13C後 ～14C前

C-186 (180) 63・ い I

C-187 (190) 63・ あ I

C― 63・ あ I 山茶碗 系・捏ね鉢13C後

C― 63・ ぇH
C― 63・ え J

C一 63・ い J 東海系・山茶碗 13C後 ～14C前

C― 63・ い J

C― 1.32 63・ い J 須恵器

C― (144) 2.37 65・ いA
C― (154) 65。 いA
C― 212 65。 っB 鹿 または山羊の骨

C― (170) 65。 いB

C― 65。 いC
C― 65・ うC 白磁 ・ 口剥げの皿 13C後 ～14C後

C-200 65。 いC 盗器系・甕

C-201 62・ こJ

C-202 62・ こJ 青磁 ・甕

C-203 65・ あA
C-204 230 (140) 65。 あA 須恵器・不 ?

C-205 65。 あA 常滑・甕口縁部 12C後

C-206 (180) 64・ こA 須恵器・不 馬骨

C-207 65・ あB
C-208 65'あ C 須恵器・壺類 盗器系 ?

C-209 65。 あC

C-210 64。 こC

C-211 64・ こC

C-212 64・ こC

C-213 65。 あC

C-214 (150) 65。 あC

C-215 (300) 13.68 64・ けC

C-216 (190) 64・ けD
C-217 64・ けD 白磁・碗体部 須恵器 釘 貨幣

C-218 (160) 3.78 62・ け J

C-219 62・ くJ

C-220 62・ く I

C-221 62・  く I

C-222 (120) 62・ け J

C-223 62・ さJ

C-224 62・ くJ

C-225 64・ くA
C-226 64・ くA
C-227 220 250 64・ けA 常滑・褻底部  山茶碗系・捏ね鉢 13C後

C-228 64・ こB

C-229 64・ かB 砥 石

C-230 64・ かB

C-231 64・ くC
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第 7表 竪穴住居跡・竪穴遺構属性表

遺構番号 長さ(ω ) 幅 (cm) 面積(r) 検 出位置 出 土 等

C-232 64・ くC
C-233 64・ くC 常滑・甕体部 須恵器・甕

C-234 (120) 64・ くD
C-235 64・ きC
C-236 64・ かC
C-237 64・ きC 近代瀬戸美濃 19C以降 常滑・甕体部

C-238 10.27 55。 きJ

C-239 (140) 55・ か I

C-240 55・ きJ 貝殻

C-241 (1 58・ かE 古瀬戸・平碗 14C後 -15C前

C-242 (2.54) 58。 おE
C-243 58。 おF 貨幣

C-244 (200) 58。 おF 古瀬戸 。おろ し皿 15C前

C-245 (7 55・ おG
C-246 55。 くD
C-247 2.57 55。 くE 常滑・甕体部 近代

C-248 55・ こG かわらけ 釘

C-249 59。 あB 須恵器・不 土師 (内 黒 )。 ネ

C-250 55・ えH
C-251 (7.71) 55・ えE
C-252 55・ えD
C-253 (500) 55・ ぇF
C-254 55。 か I

C-255 408 (5.42) 55・ か J

C-256 58・ かA 須恵器・甕

C-257 55・ おG
C-258 58・ くD 須恵器・不

C-259 58。 あE
C-260 280 61・ えA
C-261 61・ くF

C-262 61・ かF 古瀬戸・瓶子14C 貝殻

C-263 222 61・ いF 土師 (内 黒 )・ 不 青磁・碗13C 釘 砥石  貨幣

C-264 8.57 58・ くJ 古瀬戸・水注一平 eii体部 14C前

C-265 61。 いG
C-266 61・ うG
C-267 57・ さB

C-268 (200) 2 92 65・ あA

C-269 C-218と

一緒で
62・ け J 常滑・甕体部  須恵器・甕 灰釉陶器・長頸瓶
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(4)中世の鍛冶関連遺構

I K― 102号鍛冶炉

遺 構 (第 64図 )

58。 うJグ リッドから検出された。 C-10号竪穴遺構と重複 しこれを破壊する。

遺構が密集する地点に構築されていたため、全容について明瞭にできないが、およそ第64図の

ような鉤状に折れ曲がった平面形状の掘 り込みをもつ竪穴構造の鍛冶遺構であったと考えられる。

この遺構の長軸方位はほぼ真北を向く。この鉤状の掘 り込みの西側の南北に円形・方形の穴が各

1個 さらに深く掘 り込まれ、鍛冶炉となっている。K-1号鍛冶炉は直径170cm前 後、K-2号鍛

冶炉は一辺208cmを 測る。

K-1
1 10YR4/4 褐色土

花泥混
H 10YR3/3 暗褐色土

きめ細かい砂質
Ⅲ loYR3/4 暗褐色土

Hよ りきめ細かい

黒色土プロック・炭化物含む
IV 10YR3/2 黒褐色土

カーボン粒・灰多量に含む
K-2
1 10YR3/4 暗褐色土

きめ細かい砂質
H 10YR3/2 黒褐色土

カーボン粒・灰多量に含む
D-140
1 10YR3/4 暗褐色土

きめ細かい砂質
H 10YR2/2 黒色土

-747.85m

第64図  K― l 2号鍛冶炉
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1・ 2号 ともに底面のローム層は真 っ赤に焼け込んだ状態で、その上にはカーボン粒・灰の厚

い堆積が認められた。また、1・ 2号の中間に位置するD-140号土坑や鍛冶遺構の南側にあるD一

130号土坑には鉄滓が多量に放 り込 まれていた。位置から見てD-130号土坑は捨て場であった可

能性が高い。

遺  物

K-1・ 2号鍛冶炉からは13世紀代の古瀬戸の四耳壺、13世紀後半か ら14世紀前半の珠洲の信

り鉢、14世紀後半から15世紀前半の中国青磁の碗、古瀬戸の平碗・鉢が出土 した。また、K-2

覆土中か らは小刀 (第87図)が出土 した。

(5)土 坑

遺 構

竪穴遺構よりも概 して小規模、平面形状は、方形基調のものもあるが大概は円形基調、底面が

丸みを帯びるか、なべ底状 を呈する遺構 を土坑 と総称する。性格については、人の埋葬に供され

たもの (D-152)、 馬の埋葬に供 されたもの (D-6・ 47)な どや D-130の ように鉄滓の捨て場

になったもの もあるが、わか らないものが多い。特にD-211～ 224の ような坑の上場の縁に火山

弾を主 とした配石 を施 した14基の土坑は、何の 目的で作られたのか全 くわからない。はっきりし

ているのはこの遺構が、前藤部遺跡でもっとも新しい時代に作られたものであること、その年代

は出土 した土鍋 (第 84図)か ら15世紀中頃以降になりそうであることなどである。

(6)'青

全体図参照

調査区北束の51グ リッド周辺から検出された囲郭溝は、中世竪穴遺構群 との重複がみられない。

言い換えれば一部の中世遺構群を囲うために掘削された溝ということができる。囲郭されたエリ

アについては、遺構・遺物の両面で他のエ リアと比べ、取 りたてて特殊性は認められないが、何

らかの理由でこのエリアを隔絶する必要に迫られて掘削された溝と考えられる。

このほか、調査区内には 3条の縦走する溝が走るが、時期については明瞭にできなかった。
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遺 構 長さ(m) 幅 (cln) 出 土 品 等

D-1 内耳鍋

D-2
D-3
D-4
D-5
D-6
D-7 須恵器・突帯付四耳壺 かわらけ

D-8 近 代

D-9
D-10
D― H
D-12
D-13
D-14
D-15
D-16
D-17
D-18
D-19
D-20
D-21 古瀬戸 。お ろ し皿 14C～ 15C

D-22
D-23
D-24
D-25
D-26
D-27
D-28
D-29
D-30 須恵器・不

D-31 (164)

D-32
D-33
D-34
D-35
D-36
D-37
D-38
D-39
D-40 (240) (330) 常滑・甕底部 甕器系甕 ? 磨石

D-41 (200)

D-42
D-43
D-44
D-45
D-46
D-47 (120)

D-48
D-49
D-50
D-51
D-52
D-53
D-54
D-55
D-56
D-57
D-58

第 8表 土坑属性表

遺 構 長さ(m) 幅 (cln) 出 土 品 等

D-59 (112)

D-60
D-61
D-62
D-63
D-64
D-65
D-66
D-67
D-68
D-69
D-70
D-71
D-72
D-73
D-74
D-75 (300)

D-76
D-77
D-78
D-79
D-80
D-81 釘

D-82
D-83 (130)

D-84
D-85
D-86
D-87 磨石 (台 )

D-88 石橋 り鉢

D-89
D-90
D-91
D-92
D-93
D-94
D-95
D-96
D-97
D-98
D-99
D-100 (124)

D-101 常滑・甕体部

D-102 (110)

D-103 (248) 刀子

D-104
D-105
D-106
D-107
D-108
D-109
D-110
D-111
D-112
D― n3
D-114
D-115
D-116 中津川甕 13C後～14C前 砥石 貨幣
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遺 構 長さ(m) 幅 (all) 出 土 品 等

D-117 130 須恵器 足金物

D― H8
D-119
D-120
D-121
D-122
D-123
D-124 古瀬戸・天 目茶碗体部 石橘 り鉢

D-125
D-126
D-127 須恵器

D-128
D-129
D-130 228 常滑・甕 内耳鍋 羽 口 釘

砥石 凹石 石橘 り鉢D-131
D-132
D-133
D-134 青磁・碗 口縁

D-135
D-136 108 近代 ? 甕

D一 近代 ? 甕

D― 凹 石

D― 須恵器・イ 磨石  凹石

D― 須恵器 常滑・甕口縁14C 凹石

D一 土師器 (内黒 )・ 不 かわらけ

D―

D―

D―

D一

D―

D―

D―

D― 輔 の 羽 口

D―

D―

D― 貨 幣

D―

D一

D―

D―

D―

D―

D― 砥 石

D―

D―

D―

D一

D― 釘 磨石 貨幣

D―

D―

D― 墾

D―

D―

D―

D―

D― 青磁・碗  14C後 ～15C前

D―

D―

第 9表 土坑属性表

遺 構 長さ(m) 幅 (cln) 出 土 品 等

D―

D―

D―

D― 120

D―

D一 常滑・甕体部

D―

D― (106)

D―

D―

D―

D―

D―

D― 須恵器・甕 常滑・甕体部

東海南部尾張山茶碗  青磁 ・碗D― (100)

D―

D― (130) (144) 青磁・碗 盗器系・甕

D― (116)

D一

D―

D―

D―

D―

D一

D―

D-200
D-201
D-202
D-203
D-204
D-205
D-206
D-207 古瀬戸・折縁深皿 口～底部  14C後
D-208
D-209
D-210
D-211 古瀬戸・天 目茶碗 口縁部  15C中
D-212 内耳鍋

D-213 在地産須恵器・橘 り鉢14C 内耳鍋 凹石

D-214
D-215
D-216 磨石 (台 もあ り)

D-217
D-218
D-219
D-220
D-221 石臼未製品

D-222 ( (170)

D-223
D-224 須恵器 。長頸瓶 釘 石 自 (上 )

D-225 常滑捏ね鉢 14C 古瀬・平碗

14C後  白磁皿体部 14C後 ～

15C前  かわらけ 在地産 Im・ り鉢 毛針

D-226 常 滑 甕体部 貨幣

D-227
D-228
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遺
の
乙

本遺跡からはかわらけ 。内耳鍋などの素焼 きの土器、常滑 。中津川・古瀬戸・珠洲等の国内陶

磁器、中国龍泉窯系の青磁などの焼 き物、鉄・鋼製品などが出土 した。一部平安時代にさかのぼ

る遺物 も混 じるが、主体 を占める中世の遺物を中心 として記載する。

(|) かЙbら け (第 84図 )

発掘調査では、 11`点 の図上復原できるかわらけが出土した。発掘面積・検出された遺構数か ら

考えれば決 して多い出土量 とはいえない。岩手県柳の御所などで知 られるように通常、城館跡な

ど高級武士の館などからは大量のかわらけが発見されるケースが多い。それに比すればかなり貧

弱な保有率 ということにな り、前藤部の集落が、城館 とは違ったものであったことを示唆 してい

る。年代は14世紀後半から15世紀前半に特徴的な、見込み部を押さえる特徴を有するもの9)と 16

世紀代の特徴 を有する(9)等が認め られる。今回は、分析資料が少ないためこれ以上詳細な検討は

行わない。

(2)内耳鍋・摺 り鉢 (第84085図 )

内耳鍋は、鉄滓の捨て場 となっていたD-130号土坑から出土した12・ 13、 配石遺構から出土し

た14・ 15が図上復原できた。現在の研究では口縁部が折れ曲がって開 く12・ 15は 15世紀中頃、直

線的に立つ14は 16世紀代 と考えられている。

また、橘 り鉢16は在地産須恵器質橘 り鉢の後を受けて15世紀中頃に登場する素焼きの製品で、

珠洲焼きの製作技法を継承 しているものであるという。

内耳鍋・橘 り鉢は前藤部遺跡の中世集落のなかで、もっとも新 しい時期を構成する要素の一つ

である。

(3)そ の他の素焼 き製品 (第 85図 )

1 羽釜 。円版 。羽口

このほか、平安時代9世紀後半～10世紀代の内黒土師器が散見された。中世の素焼 きの製品は何

に使われたのかわからない円版 17、 11世紀後半から12世紀前半の所産の羽釜 18、 鍛冶炉 と関連の

深い輔の刃 口19～ 21が出土 した。 また、13世紀後半 と14世紀後半～15世紀前半の在地産須恵器系

橘 り鉢 (巻頭図版 5)や瓦質の風炉 (巻頭図版 5)な ども出土した。
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ぬ

19

第85図  括 り鉢 0

(4)陶 磁 器 倦頭図版1～ 7)

―

‐

‐

り
つ

D

もっとも古い陶磁器は古代にさかのぼ り、東濃産灰釉陶器で 9世紀後半か ら10世紀にかけて製

作 された製品が散見された。 しか し、該期の遺構は検出されなかった。次は11世紀後半～12世紀

前半の中国産白磁 (巻頭図版 3)で大宰府Ⅳ類 と分類されるものである。該期の遺構は、H-1

～ 4号竪穴住居跡がある。12世紀後半になると単品ではあるがC-205か ら常滑の甕口縁部片 (巻

頭図版 3-2の 20)が検出された。たいへん珍 しい製品である。

13世紀以降になると陶磁器製品が増加する。 12世紀後半～13世紀の製品は中国産龍泉窯系の青

磁 (大宰府 I-5b類 に分類 巻頭図版 3)がある。13世紀代の製品は東海南部尾張の山茶碗 (13

世紀前半 巻頭図版 5)、 古瀬戸の瓶類 (巻頭図版 2)。 四耳壺 (巻頭図版 2)、 おろし皿 (巻頭図

版 2)な どがあ り、 とりわけ13～ 15世紀にかけて瓶類が多い点が特徴 として挙げられる。

13世紀後半か ら14世紀前半は前藤部遺跡の中世集落がピー クを迎える段階である。古瀬戸の平

口 (|:4)

ィ
~三 }
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第 10表  かわらけ 0内耳鍋・摺 り鉢属性表

番号・出土地 器  種 法  量 器 形 の 特 徴 調 整 色  調  等

l

C-4

かわ らけ

(土 )

(13.8)

2.7

(10.0)

口縁部内湾したのち、上位で外反する。

底部 は平底。

ロクロナデ。底部糸切 り離 しで未調整
`

内  明赤褐色2 5YR5/6

外  明赤褐色2.5YR5/6

断面 明赤褐色2 5YR5/6

2

C-5

かわ らけ

(土 )

(10.0)

2.7

(6.7)

口縁部内湾 して開 く

底部 は平底。

ロクロナデ。底部糸切 り離 し。

油煙付着。

内  にぶい黄橙色10YR6/3

外  褐灰色10YR5/1

断面 にぶい黄橙色10YR6/3

3

C-69

かわ らけ

(土 )

(9.5)

1.8

(7.6)

口縁部直線的に開 く

底部 は平底。

ロクロナデ。底部糸切 り離 しで未調整

見込み部 に押 さえあ り。

内  橙色5 YR6/6

外  橙色5 YR6/6

断面 橙色5 YR6/6

4

C-123

かわ らけ

(土 )

(10.8)

2.3

(8.4)

口縁部 内湾 して開 く

底部 は平底。

ロクロナデ。底部糸切 り離 しで未調整 ( 内  橙色7.5YR6/6

外  橙色7 5YR6/6

断面 橙色7.5YR6/6

5

C-142

かわ らけ

(土 )

(11.9)

2.7

(7.4)

口縁部 内湾 して開 く

底部 は平底。

ロクロナデ。底部糸切 り離 しで未調整。内  にぶい橙色7 5YR7/4

外  にぶい橙色7 5YR7/4

断面 にぶい橙色7 5YR7/4

6

C-149

かわ らけ

(土 )

(10.5)

2.6

(6.3)

口縁部内湾 して開 く

底部 は平底。

ロクロナデ。底部糸切 り離 しで未調整。内  にぶい橙色5 YR7/4

外  にぶい橙色5 YR7/4

断面 にぶい橙色5 YR7/4

7

C-263

かわ らけ

(土 )

(9.0)

1.9

(6.0)

口縁部直線的に開 く

底部 は平底。

ロクロナデ。底部 糸切 り離 しで未調整
`

内  橙色5 YR6/6

外  橙色5 YR6/6

断面 橙色5 YR6/6

8

D-7

かわ らけ

(土 )

(11.7)

2.4

(9.0)

口縁部直線的に開 く

底部 は平底。

ロクロナデ。底部糸切 り離 しで未調整 c 内  にぶい黄橙色10YR6/3

外  にぶい黄橙色10YR6/3

断面 にぶい黄橙色10YR6/3

9

D-7

かわ らけ

(土 )

(10.5)

2.8

(7.0)

口縁部直線的に開 く

底部 は平底。

ロクロナデ。底部糸切 り離 しで未調整
`

内  にぶい黄橙色10YR6/3

外  にぶい橙色10YR7/3

断面 にぶい黄橙色10YR6/3

10

D-225

かわ らけ

(土 )

(7.4)

底部 は平底。 ロクロナデ。底部糸切り離しで未調整(

油煙付着。

内  にぶい黄橙色10YR6/3

外  にぶい橙色10YR7/3

断面 にぶい黄橙色10YR6/3

11

61え D
かわ らけ

(土 )

(12.5)

2.9

(9.2)

口縁部 内湾 して開 く ロクロナデ。底部糸切 り離 しで未調整 内  にぶい橙色7 5YR7/4

外  にぶい橙色7 5YR7/4

断面 にぶい橙色7 5YR7/4
溝

12

D-130

内耳鍋

(土 )

(27.0)

14.0

(21.0)

口縁部屈曲 し内湾気味に開 く

底部 は平底。

ナデ。

外面煤付着。

内  灰黄褐色10YR5/2

外  灰黄褐色10YR5/2

断面 灰黄褐色10YR5/2

13

D-130

内耳鍋

(土 )

(21.0)

底部 は平底。 ナデ。

外面煤付着。

内  灰黄褐色10YR5/2

外  灰黄褐色10YR5/2

断面 灰黄褐色10YR5/2

14

D-212

内耳鍋

(土 )

(28.5)

16.0

(25.0)

口縁部直線的に立 ち上が る。

底部 は平底。

ナデ。

外面煤付着。

内  にぶい褐色7 5YR6/3

外  にぶい褐色7.5YR6/3

断面 にぶい褐色7.5YR6/3

15

D-213

内耳鍋

(土 )

(36.5)

28.2

(29.5)

口縁部緩 く外反す る。

底部 は平底。

ナデ。

外面煤付着。

内  灰黄褐色10YR5/2

外  灰黄褐色10YR5/2

断面 灰黄褐色10YR5/2

16

D-225

橘 り鉢

(土 )

(25.0) 逆ハの字状に開 く ロクロナデ。 内  橙色7.5YR6/6

外  橙色7.5YR6/6

断面 橙色7 5YR6/6
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碗 (巻頭図版 2)、 瓶子 (巻頭図版 2)、 中津川の甕 (巻頭図版 3)、 東海産山茶碗系捏ね鉢 (巻頭

図版 5)、 珠洲の橋 り鉢 (巻頭図版 3)、 自磁皿 (巻頭図版 3)な どがある。

14世紀から15世紀前半では、古瀬戸の水注 (巻頭図版 2の 49)・ 瓶類 (巻頭図版 2)。 平碗 (巻

頭図版 2)。 折 り縁深皿 (巻頭図版 2)。 鉢 (巻頭図版 2)。 天 目茶碗 (巻頭図版 2)。 おろし皿 (巻

頭図版 2)、 常滑の甕・捏ね鉢 (巻頭図版 3・ 4)、 青磁碗 (巻頭図版 3)、 白磁皿 (巻頭図版

3)、 また、時期不明瞭ではあるが、中世の天 目茶碗 (巻頭図版 3)も ある。

珍品では14世紀遺構の中国産茶入れ (巻頭図版 5)がある。

このように13～ 15世紀前半 までは陶磁器が主体を占めるが、15世紀中頃を境 として16世紀に至

る時期になると前藤部遺跡では遺構数の減少 とあいまって陶磁器数 も減少する。代わって登場す

るのは前述第84・ 85図の内耳鍋、橋 り鉢である。

(5)鉄 。銅製 品

1  金丁 (第86図 )

竪穴遺構 を中心 として合計30本の釘が出土 した。特に釘がまとまって出土 した遺構はない。

2 足金物・柄頭・撃・刀子・毛針 (第 87図 )

鋼製品も少量ながら出土した。刀の鞘の足金物 (第 87図 1)、 刀の柄頭 (同 図 2)な ど武器類に

装着したものである。

同図 3は鉄製の盤、 4か ら6は鉄製の刀子あるいは小刀、 7・ 8は編物などに使 う毛針で 2本

まとまって出土した。

(6)石 製 品

1  琴認(第 88図 )

竪穴遺構 を中心 として 4点の硯が出土 した。いずれ も粘板岩で製作された四角い硯で海をもつ。

また、すべて欠損品であるため、全体の大 きさはわからないが、 1は幅6.3cm、 4は幅12cm以上の

大形品である。

2  石氏   不T(第 89図 )

竪穴遺構・土坑などから18′点の砥石が出土 した。すべて凝灰岩製である。薄い端正な作 りの 8

は特にきめの細かい良質な石で作 られてお り、重要品の仕上げに使われたと考 えられる。
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3 磨  石 (第90図 )

第90図 1・ 3・ 5。 8・ 9は安山岩製、 6・ 7は軽石製で食料等を磨 り潰すための道具と考え

られる。第90図 10、 第92図 2は ものを磨 り潰す際に台として使用されたと考えられ、安山岩製で

ある。第90図 2は 軽石製の円版、.4は 滑石製の有孔円版で用途は不明。

・ 4、 第92図 1・ 6は軽石製、第91図 3、 第92図 3

石橘 り鉢は、食料等を橘るか、捏ねる石の うつわで

4 凹石・石摺 り鉢 (第 91・ 92・ 93図 )

食料等を掲くための道具か。第91図 1・ 2

は安山岩製で気密の粗い石を利用している。

第92図 4・ 5、 第93図 4な どが該当する。
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図
号

挿
番

材  質 長さ(m) 幅 (clll) 厚さ(cm) 重量 (g) 遺  構

l 凝灰岩 110.9 C-4
2 凝灰岩 108.7 C-4
3 凝灰岩 120.7 C-13
4 凝灰岩 149.5 C-23

凝灰岩 11.0 103.1 C-14
凝灰岩 10.3 93.6 C-132

7 凝灰岩 55.9 C-149
凝灰岩 14.7 C-149

凝灰岩 35 8 C-149

第‖表 砥石属性表

第 12表 磨石・凹石・石摺り鉢 。石臼・茶臼属性表

図
号

挿
番

材   質 長さ(m) 幅 (clll) 厚さ(cm) 重量(g) 遺  構

凝灰岩 36.1 C-229

凝灰岩 2.2 40.8 C-263

凝灰岩 43.3 D-116

凝灰岩 2.9 158.5 D-130

凝灰岩 10 0 122.5 D-159

凝灰岩 68.4 55'か C

凝灰岩 56・ あC

凝灰岩 61 1 57・  く I

凝灰岩 10.2 142.8 60・ けA

挿図

番号
器種材質 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 遺  構

1 磨石 安 山岩 113.8 C-11
円版 軽石 C-23

磨石 安山岩 62.8 C-32
4 有子L円 版滑石 D-164

5 磨石 安山岩 10.3 0 C-87
6 磨石 軽石 6.9 42 6 C-87
7 磨石 軽石 1 D-139
8 磨石 安山岩 385.6 D-216
9 磨石 安山岩 15.0 1,760.0 D-40

磨石 安 山岩 29.0 2,2900 D-216
凹石  軽石 422 8 D-138
凹石  軽 石 13 5 396.1 D-139

図

号

挿

番
器種材質 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 遺  構

3 凹石 安 山岩 20.8 10.5 2,2100 D-213

4 凹石 軽石 6.6 226 0 D-140

5 凹石 軽石 52 50.3 C-4
6 磨石 安山岩 14.8 1,370.0 C-87
7 凹石 安山岩 19.0 14 5 1,7400 D-130

8 石信り鉢安山岩 10.1 450 7 C-124

9 石揺り鉢安山岩 16.3 11.4 970.0 D-130

凹石 安山岩 7.7 83 3 D-130

石自 安山岩 17.4 30.2 11.7 8,3000 D-224

石自未製品安山岩 29.0 28.8 12.6 11,711110 D-221

茶 自 安 山岩 23.1 21.6 4,1700 D-223

石揺り鉢安山岩 40.3 22.3 18.5 5,8000 D-88
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第91図  凹石 (|:4)
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5 石臼・茶臼 (第 93図 )

石臼は 1で上自部分。米・

く道具。 2は石自の未製品。

代性を反映するのであろうか

第92図 石橋り鉢・凹石 (l:4)

麦 。そば等穀物の粉 を破 く道具。

いずれも安山岩製である。石臼

CX/D20

茶臼は 3で下臼部分。御抹茶を確

茶臼ともに出土量が少ないのは時
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(7)貨  幣 (第 94図 )

合計で42枚の銭貨が出土した。判読できないものもあるが、おおむね中世 日本の流通貨幣、中

第94図 銭貨 (4:5)
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第 13表  出土貨幣一覧表

番号 貨 幣 出土地 番号 貨 幣 出土地 番号 貨 幣 出土地 番 号 貨 幣 出土地

1 開元通宝 C-2 熙寧元宝 C-163 洪武通宝 D-152 聖宋通宝 55・ ナG

政和通宝 C-5 紹聖元宝 C-217 元祐通宝 D-164 元豊通宝 ナG

元豊通宝 C-27 熙寧元宝 C-243 元祐通宝 D-164 開元通宝 すG

天聖元宝 C-49 皇宋通宝 C-263 治平通宝 55。 けG 熙寧元宝 55・ すG

C-72 C-263 開元通宝 55。 けG すG

皇宋通宝 C-72 政和通宝 K-1 開元通宝 55。 けG 55。 きA
7 紹聖元宝 C-72 元祐通宝 K-2 熙寧元宝 55・ けG 表 採

景徳元宝 C-72 K-2 洪武通宝 55。 けG 表採

熙寧元宝 C-88 開元通宝 D-116 治平通宝 55・ けG 元豊通宝 表 採

永楽通宝 C-157 皇宋通宝 D-152 開元通宝 55。 けG
紹熙元宝 C-163 永楽通宝 D-152 皇宋通宝 55。 けG

(8)人   骨 (第 77図・図版21・ 30

群馬県立大間々高校宮崎重雄先生に鑑定 を依頼した結果は別ページに記す。

本調査区では長径80cmの 小形のD-52号土坑から唯一の人骨が出土 した。宮崎先生の鑑定では

2オ程度の幼児ということである。遺体が木棺に納められていたことは、副葬された貨幣下に木

質が残っていたことからも明らかである。副葬貨幣には、永楽通宝 (初鋳1408年 )、 洪武通宝 (初

鋳 1368年)な どがあ り、中世でも後半に埋葬されたことが推測される。

(9)獣  骨 (図版33・ 3の

群馬県立大間々高校宮崎重雄先生に鑑定を依頼した結果は別ページに記す。

本調査区からは馬 。鹿などの獣骨が出土した。獣骨は焼かれたものは少なく、生の骨が多い。

また、明らかに埋葬されたD-6号 土坑の馬 (中世末から近世の馬か)を 除くといずれも部分的

な骨が出土した程度である。

00)貝 (図版30

竪穴遺構 を中心 としてアカニシと考えられる巻き貝が多量に出土 した (た だし、貝の種類につ

いては正式な鑑定結果を踏まえたものでない)。 巻き貝はまとまって出土することはな く、各遺構

から 1・ 2個出土する程度であったので、単純に食用に供 された後、ゴミ穴に廃棄 されたものと

は考 えがたい。貝殻が出土 した遺構は下言己の とおり。 C-2・ 4・ 5・ 10012・ 15。 74・ 78・ 111・

1240 135。  147・ 149。 154・ 156・ 240・ 262、  D-27・ 130・  145、  K―-2。
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D-152号土坑出土人骨について

群馬県立大間々高等学校 宮崎重雄

岩様部を含む脳頭蓋片、肢骨片、乳歯・永久歯が残存する。歯以外はきわめて保存不良で詳細

は不詳である (図版33)。

歯は左上顎中切歯をのぞき、すべて遊離歯になっている。

左上顎中切歯は、上顎骨内に未萌出歯とし残存し、上顎間縫合の縫合面から観察される。歯冠

部はすでに完成し、歯根 も僅かながら形成されている。この上顎第 2切歯を含む永久歯はすべて

未咬耗で、歯根は第 1大自歯ではほとんど形成されていなく、上顎大歯 。上顎第 1小臼歯では歯

冠部がほぼ完成した段階で、歯根は全 く形成されていない。

乳歯は、いずれも歯根が完成し、歯根の吸収は始まっていない。予L歯の咬耗は中切歯や大歯で

は点状に象牙質が露出しているが、自歯ではエナメル質だけがわずかに咬耗されている。

このような歯の咬耗度や生え替わりの様子から、この個体は 4-5才 で、大歯 。第 1大臼歯を

はじめとする歯の大きさは、女性と思わせる。

上顎第 1大臼歯には結節状のカラベ リー結節が発達 している。上顎第 2乳臼歯には舌側咬頭歯

冠部にC3の韻蝕があり、下顎第 2乳臼歯には咬合面に点状のC2の師蝕がある。第 2乳臼歯は

2オ頃に萌出するといわれ、萌出後 2-3年 ですでにひどい韻歯になったことを示している。中

世末の幼児にすでにかなりひどい師歯があることに驚かされる。

引用 0参考文献

Brothen.Do R.,  1981  Digging up bones.pp208,British Museum of Natural  History,London.

藤田恒太郎 (1949) 歯の計測基準について。人類学雑誌,61:27-32.

上 條 苑 彦 (1995) 「日本人永久歯解剖学」。アナ トーム社,東京。

片 山 一 道 (1990) 「古人骨は語る―骨考古学ことはじめ」。同朋出版,東京.

北 村 宗 一 (1942)歯牙萌出の時期及び順序に関する研究。歯科学報、47:274-287,352-368.

瀬田季茂 0吉野峰生 (1990)「白骨死体の鑑定」.令文社,東京 .
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前藤部遺跡出土骨一覧表

発掘区 番 号

H-4 NQ l

H-4 NQ 2

H-4 No 3

H-4 Nα  3

H-4 Nα  3

H-4

C-4  No14

C-4 No14

C-4 No14

C-4  NQ 3

C-4

C-6

C-9

C-16

C-23

C-49

C-51

C-87  No l

C-87

D-6 -括

D-6 -括

D-6 -括

D-6 -括

D-6 -括

D-6 -括

D-6 -括

D-99

D-127

D-130

D-152

C-196

C-206

なし  No20

57LH  Nα 53

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

ウマ

シカ

シカ

ウマ

ウマ

シカ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ヒト

シカ又はヤギ

ウマ

シカ

ウマ又はウシ

左上腕骨

左撓骨

後肢基節骨

後肢 中節骨

左撓骨

後肢中足骨

右踵骨

前位肋骨

肋骨片

左下顎第 3後自歯

右肩 甲骨

部位不明

肢骨片

角 片

左大腿骨

右上顎自歯

角

右 撓骨

左 中手骨

全 身あ り

左 距骨

上腕骨

大腿骨

中足骨

右上顎第 2切歯

右下顎第 1切歯

右 撓骨片

左 距骨

右上顎第 2前自歯

孝L歯 と永久歯

上腕骨 ?

右上顎第 1切歯

左下顎第 3後自歯

椎体

滑車幅66.4

別表

別表

別表

別表

別表

保存長70.5,最大幅28.4,最大径 32.6

保存長43.4

歯冠長25.0,歯冠幅 11.7,歯 冠高 16.7

保存長75.6,関節宮長径33.1,関 節禽幅300

保存長46.2

保存長52.0

骨頭か らの長 さ335.0,近位最大幅 98.6e

長38.6,径 26.7× 19.6+

保存長280.0+,中 央幅36.7,中央径 26.3

別表

右下顎全 自歯列長168.Oe,左上顎全自歯列長 145.0

滑車内側長 50.2+,滑 車最大長48.2

保存長 136.0,骨体 中央幅36.7,同最小径 40.0

保存長165.0+

全長275.0

歯冠長16.2,歯冠幅 130,歯冠高54.3

歯冠長13.0,歯冠幅 12.6,歯 冠高52.7

保存長74.5+

滑車内側長 49.7,滑車最大長 40.8

歯冠高45.4

幼児

保存長63.0+,径 22.4× 16.4

歯冠長18.4,歯冠幅9.2,歯冠高55.7

歯冠長27.0,歯冠幅 13.1,歯 冠高 13.8

保存長47.4mm

破片多数

打ち欠いたチ ップ状

ウマの肢骨片,頭蓋片あ り

歯冠部機械的にひ どく破損

遠位骨端離脱

13宝塚 よ り 1オ程 度年長

シカよ りかな リノ
lヽ さい

歯根完成間 もない
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御代国町前藤音『遺跡出土の獣骨

群馬県立大間々高等学校 宮崎重雄

前藤部遺跡では、平安時代の竪穴住居址からウマが、中世の竪穴住居址からシカやウマが、中

世～近世の土坑からはウマが、中世末の土坑からはヒ トが出土 している。

1 平 安 時 代 竪 穴 住 居 跡

(|)H-4号 住居跡 (図版33の 3)

この住居跡からは、ウマの左上腕骨、左撓骨、後肢中足骨、後肢基節骨、後肢中節骨が出土 し

ている。馬骨の中で最 も風化に強い歯牙が 1片 も検出されていないのは、この竪穴住居跡内には

最初から頭部は持ち込まれていなかったのであろう。

肢骨のサイズは、馬格が南西諸島の宮古島に飼育されている宮古 ウマに匹敵することを示 し、

120cm代の体高を推定させ る。当時 としてはごく普通の体高のウマである。

残存部位で見る限 り骨端の離脱はな く、成馬ではあるが、性別は不明である。

‖ 中世 竪 穴 住 居 跡

(|)C-4号 竪穴遺構 (図版33の 4)               
°

シカの右肩甲骨片 (保存長75.6mm、 関節長3.lmm、 関節富幅30.Omm)、 左下顎第 3後臼歯 (歯冠

長25.Omm、 歯冠幅11.7mm、 歯冠高16.7mm)、 肋骨 2片、右踵骨片 (保存長70.5mm、 最大幅28.4mm、

最大径32.6mm)が出土 している。重複部位がないことから、同一個体のものと思われる。

肢骨の大きさは足尾山地産の現生ニホンジカの雄に匹敵する体格であることを示 している。角

が検出されていないため、雌雄は不明である。

(2)C-6号 竪穴遺構

ウマの骨 と推定されるが、詳細は不詳である。

(3)C-9号 竪穴遺構

シカの肢骨片であることはわかるが、詳細は不詳である。保存長は46.2mmである。

(4)C― 16号竪穴遺構

保存長52.Ommの シカの角片であるが、保存不良で詳細は不詳である。

(5)C-23号 竪穴遺構

ウマの左大腿骨である。骨頭からの長さは335.Ommで 、近位端最大幅は98.6mmである。大腿骨の
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サイズから推定される馬格は南西諸島の与那国島に生息、する与那国馬ほどで、110cm代 の体高が推

定される。

(6)C-49号 竪穴遺構

馬の右上顎臼歯であるが、歯冠部の破損がひどく詳細は不詳である。

(7)C-51号 竪穴遺構

シカの角片で、破断面の径は26。 7× 19.6+mm、 長さ38.6mmである。

(8)C-87号 竪穴遺構

ウマの右撓骨 と左中手骨が出土 している。撓骨の遠位骨端は離脱 している。この部位が癒合す

るのは3.5オ とされ、中手骨の癒合が1.5才 とされていることか ら、この個体は 2-3オ と思われ

る。

中手骨全長から推定 される体高は141.2cmで、大 きめの中型在来馬相当であり、中世馬としては

最大級に属す。

(9)C一 196号 竪穴遺構

シカ又はヤギの上腕骨 と思われる骨片で、保存長63.Omm、 骨体中央部の径は22.4× 16.4mmで あ

る。

ID C-206号竪穴遺構

ウマの右上顎第 1切歯で、歯冠長 18。 4mm、 歯冠幅9.2mm、 歯冠高55.7mmである。年令は 5-6才

と思われる。

||1 中世― 近 世 土 坑

(|)D-6号 土坑 (図版33の 2)

ウマが 1頭分土坑中から出土 した。破損著 しく全長が計測されるのは唯一中足骨のみで、275.0

mmの値を得た。この値から推定される体高は136.3cmで、中型在来馬並みである。

切歯の咬合面の模様から推定される年令は13-15才 で、老齢馬に近 い。

このウマは異常咬耗が著 しく、右下顎臼歯では咬耗面が第 1後臼歯の中央で上方に尖 り、第 2

後臼歯で急傾斜 して下降 し、第 3後臼歯でほぼ水平になる。左上顎では、第 2前臼歯の近心半で

エナメル質が咬耗 しつ くされ、咬合面が急傾斜 している。第 2後臼歯 。第 3後臼歯の接触部付近

で下方に尖 り、第 3後臼歯の遠心部は急傾斜 している。上顎第 3前臼歯・第 4前臼歯では前小富、

後小富が咬耗 しつ くされている。第 1後臼歯はエナメル質が咬耗 しつ くされ、咬合面が凹湾して

いる。右の上顎臼歯も異常咬耗の様子、咬耗度 とも左 とほとんど同様 である。

左下顎全臼歯列長は160.Ommで、左上顎全臼歯列長は145.Ommである。
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(2)D-99号 土坑

ウマの右撓骨片が出土 している。保存長は74.5mmで ある。

(3)D― 127号土坑 (時代不明)

ウマの左距骨で、滑車内側長は49.7mm、 滑車最大長は40.8mmである。 この大 きさは小型在来馬

の トカラ馬相当である。

(4)D一 130号土坑

多量の鉄 くず とともに右上顎第 2全臼歯が出土した。歯冠高は45.4mmで 5-6オ と思われる。

Ⅳ グリッ ド。表面採集

(|) 570 く Hグ リ ンヽ ド

ウマ又はウシの椎体 で、保 存長 は47.4mmである。

(2)表面採 集

シカの左下顎第 3後臼歯 で歯冠長 27.Omm、 歯冠幅 13.lmm、 歯冠高 13.8mmであ る。
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3 遺構 と遺物のよとめ

前藤部遺跡の発掘調査の成果・課題 を列挙する。

1 室町時代 14世紀後半から15世紀前半を中心とする中世集落の様子が垣間見えた。佐久市の

調査分 も含めて考 えると実に広大な集落であったようだ。また、集落内の鍛冶屋 さんの役割

を果たしたと考えられる鍛冶遺構 も発見された。

2 城館跡以外でも中世に竪穴住居が流行 していた。佐久市大井城 。金井城跡の調査でも明らか

なように、戦国時代 を中心 とする城館跡では倉庫や野営地的な性格の強い竪穴遺構が群在 し

ていた。今回、時代がやや先行する前藤部遺跡の集落跡では倉庫的な竪穴遺構のほか、明ら

かに住居 として機能 した竪穴遺構が併存することが判明 した。

3 配石土坑の性格については、15世紀以降すなわち本遺跡でも新 しい時期に形成されたことが

わかったほかは明らかにできなかった。

4 生活用品に多量の陶磁器が含 まれていた。その産地・窯については国内は古瀬戸、中津川、

常滑、珠洲、国外は中国など広域からもたらされたものであった。

5 城館跡で多く発見されるかわらけが少ない半面、古瀬戸の瓶類の出土が多いなどの一般集落

にはみられない特殊性 も見 られた。これは何を意味するのであろうか。

6 人骨は幼児の遺体が埋葬されたD-152号土坑のみ、墓域 として利用されることは少なかった

ようである。

7 遺構内覆土から、獣骨の断片や貝殻の出土が目立った。何 らかの理由で獣骨や貝殻を保持す

る習慣が前藤部の中世集落にあったのか。

課題ばか り列挙 した。今後佐久市発掘分 も含めてこの大きな中世集落の分析を試みたい。

最後に、緊急性の高い調査であったため、作業員ならびにシルバー人材センター派遣職員の皆

さんに大変なご苦労をいただいた。時に過労で目が くらむ事 もしばしばであった。過酷な調査に

参加いただき、多大な成果 を上げることができた。ここに皆さんのご協力に対 し、幾重にも感謝

申し上げる。
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1.H-1号 住居跡

2.H-2号 住居跡

3.H-3号 住居跡



図版 2
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1.H-4号 住居跡

2。 C-1号竪穴遺構

3.C-2号竪穴遺構



図版 3

1.C-3号 竪穴遺構

2.C-4号 堅穴遺構

3.C-5号 堅穴遺構



図版 4

1.C-6号 竪穴遺構

2.C-7号 竪穴遺構

4.C-9号 堅穴遺構

5。 C-10号堅穴遺構
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1,C-11号堅穴遺構

2.C-12号竪穴遺構
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1.C-14号堅穴遺構

2.C-15号堅穴遺構

3.C-16号竪穴遺構
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1.C-17号竪穴遺構

2.C-18号竪穴遺構

3.C-19号竪穴遺構



1.C-20号竪穴遺構

2.C-21号竪穴遺構
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3。 C-22号竪穴遺構



図版 9

1.C-23号竪穴遺構

2.C-24g.竪 穴遺構 3.C-288堅穴遺構

C-29号竪穴遺構 5。 C-31詈壺穴遺構

6.C-35号堅穴遺構 7.C-36詈竪穴遺構
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1.C-37号堅穴遺構
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1.C-61号竪穴遺構
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図版 5

4.C-148号竪穴遺構

3.C-152号竪穴遺構

2.C-150・ 151号竪穴遺構
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J版 7

2.C-226号堅穴遺構

C-227号 堅穴遺構

5.C-238～ 240号堅穴遺構

C-249号 堅穴遺構
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4.C-229 230号 堅穴遺構

6.C-248号竪穴遺構

8.C-250号堅穴遺構



図版 18

2.C-256号竪穴遺構C-255号竪穴遺構

3.C-258E竪穴遺構 4.C-259号堅穴遺構

5。 C-2∞号竪穴遺構 6.C-264号堅穴遺構



図版 19

D-33号土坑

3.D-47号土坑

4.D-88号土坑 5.D-89号土坑
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1.D-1148■ 坑

3.D-118号土坑

2.D-116号土坑

D-202号土坑

5。 D-130号土坑



図版 21

1.D-152号土坑

2.D-207号土坑
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図版 24

1.D-218号土坑

2.D-219号土坑



図版 25

1.内 耳 鍋

2.かわらけ
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図版 27
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1.磨石・石製品
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図版 29

1.石日 (上自)93-21

2.石臼・凹石



図版 30

1.茶日 (下臼)

2.茶日 (下日)



図版 31

1.石日未製品



図版 32

1.石擢り鉢

2.石信り鉢
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所収遺跡名

ふ りが な

所 在 地
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調 査 期 間 調査面積 調 査 原 因

市町村

前藤部遺跡
た
田
ぶ
部
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町
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た
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御
整
削
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字
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1,323 平成 9年 2月 27日

～ 6月 6日

12,600m2 月ヽ 田井 ショッピングセンタ

ー建設のため

所収遺跡名 雅垂 男1 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特  記  事  項

前藤部遺跡 集落跡 平安後期

中 世

室 町

竪穴住居跡  4軒
竪 穴 遺 構 269軒

土   坑 228軒

鍛 冶 遺 構

土師器

かわらけ。石臼

陶磁器等

城館 とは異なる中世集落の

大規模調査。中世の竪穴住

居 。倉庫を多数検出。
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